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議会ライブ中継録画映像
スマホでも本会議の動画が視聴できます▶

市政へ提言
！

中学生議会
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議案第3号　香取市放課後児童クラブの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第5号　香取市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について

竟成小学校内の児童クラブ設置に伴う
所要の改正

入居の資格要件等の見直しに伴う
所要の改正

現在、竟成小学校の児童は、わらびが丘小学校の児童クラブにバスで
送致し保育を実施しています。5月に竟成小学校のPTA役員から竟成
小学校内の児童クラブ設置について要望がありました。市の児童クラブ
の新設条件は、管理運営等の関係上、20人以上の利用者が適当であるた
め、来年度からの利用希望者についてPTAがアンケートを実施したとこ
ろ、22人の利用希望がありました。この結果を受け、令和6年度からの
開設を目指し、竟成小学校の空き教室に児童クラブを設置するものです。

公平性の観点から市税等に滞納がないことを原則としますが、住宅に
困窮する低額所得者に住宅を供給する公営住宅法の趣旨に則り、災害
等のやむを得ない理由により滞納に至った場合や早期に完納の見込
みがあることが明らかな場合等を想定しています。

A

A

竟成児童クラブ設置の経緯は。

条例中「第6条第4号の現に市税等を滞納していないこと。ただし、市
長が認めるときは、この限りでない」とあるが、市長が認めるときと
はどのようなときか。

Q

Q

議案第7号　工事請負契約の締結について（香取市役所本庁舎空調設備（熱源）改修工事）

市役所本庁舎空調設備改修に伴う
工事請負契約を締結

老朽化した既存の冷熱・温熱の供給源となる設備を撤去し、新たな空調
設備を設置するものです。

A

工事の内容は。Q

こんなことが
決まりました！

審議結果
定例会

12月 　令和5年12月定例会を11月28日から12月
15日までの18日間にわたり開催しました。12
月11日には、総務政策常任委員会、福祉教育
常任委員会、12月12日には、生活経済建設常
任委員会を開催し、補正予算をはじめ条例の一
部改正など、付託された議案を審議しました。
　審議の一部をご紹介します。

市長提出議案 … 件14 議員発議案 … 件1

陳情 … 件1

■審議された議案等 件計16

市役所本庁舎

市営住宅粉名口団地

放課後児童クラブが設置される竟成小学校
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議案第1号
（総務政策）

令和5年度香取市一般会計補正
予算（第8号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第2号
（総務政策）

香取市印鑑条例の一部を改正
する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第3号
（福祉教育）

香取市放課後児童クラブの設
置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例の制定につ
いて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第4号
（総務政策）

香取市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例の制定に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第5号
（生活経済建設）

香取市営住宅条例の一部を改
正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第6号
（福祉教育）

香取市特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定に
ついて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第7号
（総務政策）

工事請負契約の締結について
（香取市役所本庁舎空調設備
（熱源）改修工事）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第8号
（総務政策）

専決処分の承認を求めること
について
（専決処分第6号　令和5年度
香取市一般会計補正予算（第7
号））

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第9号
（生活経済建設）

専決処分の承認を求めること
について
（専決処分第7号　令和5年度香
取市太陽光発電事業特別会計
補正予算（第3号））

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第10号 令和5年度香取市一般会計補正
予算（第9号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第11号 令和5年度香取市介護保険事業
特別会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第12号 令和5年度香取市農業集落排水
事業会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第13号

香取市特別職の職員の給与並
びに旅費及び費用弁償に関す
る条例等の一部を改正する条
例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第14号
香取市職員の給与に関する条例
等の一部を改正する条例の制定
について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第3号
（生活経済建設）

「特定商取引法平成28年改正に
おける5年後見直しに基づく同
法の抜本的改正」を求める陳情

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議案第1号

特定商取引法平成28年改正に
おける5年後見直しに基づく同
法の抜本的改正を求める意見
書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　議長（平野和伯議員）は、採決に加わりません。議案番号下の（　　）は、審査を付託した委員会名です。　〇：賛成　×：反対   

12月定例会 議案および採決結果概要
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上
、

中
小
の
駐
車
場
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
が
渋

中
小
の
駐
車
場
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
が
渋

滞
発
生
の
原
因
の
一
つ
で
、駐
車
場
問
題
を
含
め
移

滞
発
生
の
原
因
の
一
つ
で
、駐
車
場
問
題
を
含
め
移

動
の
利
便
性
向
上
が
課
題
で
す
。町
並
み
観
光
駐
車

動
の
利
便
性
向
上
が
課
題
で
す
。町
並
み
観
光
駐
車

場
に
て
繁
忙
時
の
職
員
増
員
、マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、

場
に
て
繁
忙
時
の
職
員
増
員
、マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、

他
駐
車
場
へ
の
案
内
な
ど
で
観
光
客
の
利
便
性
を
向

他
駐
車
場
へ
の
案
内
な
ど
で
観
光
客
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
ま
す
。

上
さ
せ
ま
す
。

意
見
意
見

伊
い

能
のう

 敏
とし

雄
お

議員

義
務
教
育
以
後
の

進
路
を
決
め
る
重
要
問
題

QRコードからスマホで質問の
内容が見られます！ 12月定例会
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HPVワクチンの接種

助
す
る
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。市
も
制
度
を
活
用

助
す
る
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。市
も
制
度
を
活
用

す
る
な
ど
、再
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
し

す
る
な
ど
、再
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

ま
す
。

認
知
症
施
策
の
充
実
を

Q
今
年
６
月
に
成
立
し
た「
認
知
症
基
本
法
」の

今
年
６
月
に
成
立
し
た「
認
知
症
基
本
法
」の

根
本
理
念
で
あ
る「
共
生
社
会
」の
実
現
に
向

根
本
理
念
で
あ
る「
共
生
社
会
」の
実
現
に
向

け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
何
か
。

け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
何
か
。

A
現
在
、実
施
し
て
い
る
取
り
組
み
は
、認
知

現
在
、実
施
し
て
い
る
取
り
組
み
は
、認
知

症
の
当
事
者
や
家
族
が
集
え
る
場
と
し
て
の

症
の
当
事
者
や
家
族
が
集
え
る
場
と
し
て
の

認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
催
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
催
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
開
催
な
ど
各
種
事
業
で
す
。ま
た
、認
知
症

講
座
の
開
催
な
ど
各
種
事
業
で
す
。ま
た
、認
知
症

を
支
援
す
る
事
業
所
な
ど
と
連
携
し
、今
後
の
支
援

を
支
援
す
る
事
業
所
な
ど
と
連
携
し
、今
後
の
支
援

体
制
を
検
討
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

体
制
を
検
討
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

Q
金
銭
管
理
能
力
が
低
下
し
た
認
知
症
高
齢
者

金
銭
管
理
能
力
が
低
下
し
た
認
知
症
高
齢
者

に
対
す
る
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

に
対
す
る
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

る
か
。

A
認
知
症
な
ど
で
金
銭
管
理
な
ど
が
困
難
な
場

認
知
症
な
ど
で
金
銭
管
理
な
ど
が
困
難
な
場

合
、成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
勧
め
、利
用

合
、成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
勧
め
、利
用

者
も
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。こ
の
制
度
は
法
律
、

者
も
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。こ
の
制
度
は
法
律
、

福
祉
の
専
門
家
お
よ
び
法
人
等
の
代
理
人
が
金
銭
管

福
祉
の
専
門
家
お
よ
び
法
人
等
の
代
理
人
が
金
銭
管

理
な
ど
各
種
手
続
き
等
を
代
行
し
て
行
う
制
度
で
す
。

理
な
ど
各
種
手
続
き
等
を
代
行
し
て
行
う
制
度
で
す
。

今
後
も
、こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
増
え
る
こ
と
が
想

今
後
も
、こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
増
え
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、周
知
等
に
努
め
ま
す
。

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、周
知
等
に
努
め
ま
す
。

A
令
和
６
年
度
も
未
接
種
者
に
対
し
個
別
通
知

令
和
６
年
度
も
未
接
種
者
に
対
し
個
別
通
知

を
行
う
と
と
も
に
、市
広
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー

を
行
う
と
と
も
に
、市
広
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も
周
知
を
図
り
ま
す
。

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も
周
知
を
図
り
ま
す
。

予
防
接
種
の
再
接
種
費
用
に
助
成
を

Q
小
児
が
ん
で
骨
髄
移
植
な
ど
を
受
け
、減
衰

小
児
が
ん
で
骨
髄
移
植
な
ど
を
受
け
、減
衰

し
た
免
疫
獲
得
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
再
接
種

し
た
免
疫
獲
得
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
再
接
種

費
用
の
総
額
は
い
く
ら
か
。

費
用
の
総
額
は
い
く
ら
か
。

A
医
療
機
関
が
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に

医
療
機
関
が
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に

よ
っ
て
単
価
は
異
な
り
ま
す
が
、定
期
接
種

よ
っ
て
単
価
は
異
な
り
ま
す
が
、定
期
接
種

を
自
費
で
接
種
す
る
場
合
、市
が
委
託
契
約
し
て
い

を
自
費
で
接
種
す
る
場
合
、市
が
委
託
契
約
し
て
い

る
定
期
接
種
委
託
料
を
基
に
計
算
す
る
と
、総
額
で

る
定
期
接
種
委
託
料
を
基
に
計
算
す
る
と
、総
額
で

2929
万
円
か
ら

万
円
か
ら
3333
万
円
程
度
と
思
わ
れ
ま
す
。

万
円
程
度
と
思
わ
れ
ま
す
。

Q
小
児
が
ん
の
治
療
に
か
か
る
費
用
に
加
え
て
、

小
児
が
ん
の
治
療
に
か
か
る
費
用
に
加
え
て
、

ワ
ク
チ
ン
再
接
種
費
用
で
保
護
者
の
経
済
的

ワ
ク
チ
ン
再
接
種
費
用
で
保
護
者
の
経
済
的

負
担
は
大
き
い
。市
に
お
い
て
も
再
接
種
費
用
の
助

負
担
は
大
き
い
。市
に
お
い
て
も
再
接
種
費
用
の
助

成
が
で
き
な
い
か
。

成
が
で
き
な
い
か
。

A
令
和
５
年
度
か
ら
県
が
再
接
種
費
用
を
助
成

令
和
５
年
度
か
ら
県
が
再
接
種
費
用
を
助
成

す
る
市
町
村
に
対
し
、助
成
額
の
一
部
を
補

す
る
市
町
村
に
対
し
、助
成
額
の
一
部
を
補

Q
令
和
６
年
度
末
ま
で
３
年
間
の
時
限
措
置
で

令
和
６
年
度
末
ま
で
３
年
間
の
時
限
措
置
で

あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
対
象
者
の
対
象
者
数
と
接
種
率
は
。

接
種
対
象
者
の
対
象
者
数
と
接
種
率
は
。

A
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者
は
、積
極
的

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者
は
、積
極
的

な
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
接
種
の
機
会
を

な
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
接
種
の
機
会
を

逃
し
た
平
成
９
年
度
か
ら
平
成

逃
し
た
平
成
９
年
度
か
ら
平
成
1717
年
度
生
ま
れ
の
女

年
度
生
ま
れ
の
女

性
で
す
が
、人
数
は
令
和
５
年

性
で
す
が
、人
数
は
令
和
５
年
1010
月
１
日
現
在
、２

月
１
日
現
在
、２

３
４
３
人
で
す
。

３
４
３
人
で
す
。

こ
の
う
ち
、Ｈ

こ
の
う
ち
、Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
３
回
接
種
完

の
３
回
接
種
完

了
者
は
６
２
９

了
者
は
６
２
９

人
、接
種
率
は

人
、接
種
率
は

2626
・
８
％
で
す
。

・
８
％
で
す
。

Q
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
期
間
内
に
未
接
種
者
全
員

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
期
間
内
に
未
接
種
者
全
員

に
個
別
通
知
な
ど
を
行
い
確
実
に
周
知
し
て

に
個
別
通
知
な
ど
を
行
い
確
実
に
周
知
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、見
解
は
。

い
た
だ
き
た
い
が
、見
解
は
。

田
た

代
しろ

 一
かず

男
お

議員

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
に
向
け
た

取
り
組
み
を

各
所
で
繁
茂
す
る
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ

に
河
川
が
浸
食
さ
れ
て
い
る
。河
川
管
理
者

の
現
在
の
対
策
と
今
後
の
方
策
は
。

駆
除
は
水
辺
の
た
め
危
険
が
伴
い
、駆
除
後

の
処
理
も
手
間
と
時
間
が
か
か
り
、地
元
や

関
係
団
体
な
ど
の
作
業
は
難
し
い
現
状
で
す
。千
葉

県
が
管
理
し
て
い
る
河

川
と
つ
な
が
る
香
取
市

の
河
川
は
、千
葉
県
と

情
報
共
有
し
情
勢
の
回

復
を
目
指
す
と
と
も
に
、

そ
の
他
の
水
路
も
各
関

係
団
体
と
連
携
を
と
り

対
応
し
ま
す
。

 

こ
の
環
境
汚
染
問
題
に
国
県
と
し
っ
か
り
連

携
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

佐
原
地
区
の
駐
車
場
混
雑
時
対
策
と
今
後
の

施
策
は
。

佐
原
中
心
部
は
一
方
通
行
の
道
路
が
多
い
上
、

中
小
の
駐
車
場
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
が
渋

滞
発
生
の
原
因
の
一
つ
で
、駐
車
場
問
題
を
含
め
移

動
の
利
便
性
向
上
が
課
題
で
す
。町
並
み
観
光
駐
車

場
に
て
繁
忙
時
の
職
員
増
員
、マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、

他
駐
車
場
へ
の
案
内
な
ど
で
観
光
客
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
ま
す
。

意
見

13人の議員が一般質問

かとり市議会だより No.725



産婦人科施設開設予定地

市
の
農
業
経
営
と
後
継
者
対
策
は

Q
国
の
農
政
を
見
る
と
農
産
物
の
輸
入
と
農
家

国
の
農
政
を
見
る
と
農
産
物
の
輸
入
と
農
家

へ
の
低
す
ぎ
る
価
格
補
償
や
水
田
活
用
交
付

へ
の
低
す
ぎ
る
価
格
補
償
や
水
田
活
用
交
付

金
の
削
減
な
ど
経
営
が
厳
し
い
状
況
で
あ
り
香
取
市

金
の
削
減
な
ど
経
営
が
厳
し
い
状
況
で
あ
り
香
取
市

に
お
い
て
も
同
様
で
す
。農
業
従
事
者
と
後
継
者
の

に
お
い
て
も
同
様
で
す
。農
業
従
事
者
と
後
継
者
の

現
況
を
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
て
き
た

現
況
を
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
て
き
た

か
。
か
。A

令
和
２
年
の
農
業
従
事
者
は
総
数
３
３
０
５

令
和
２
年
の
農
業
従
事
者
は
総
数
３
３
０
５

人
で
、

人
で
、6060
歳
以
上
が
約
８
割
を
占
め
ま
す
。

歳
以
上
が
約
８
割
を
占
め
ま
す
。

ま
た
、平
成

ま
た
、平
成
2727
年
の
農
家
数
３
３
３
９
件
の
う
ち
、

年
の
農
家
数
３
３
３
９
件
の
う
ち
、

後
継
者
な
し
が
約
５
割
、令
和
２
年
の
農
家
数
２
６

後
継
者
な
し
が
約
５
割
、令
和
２
年
の
農
家
数
２
６

５
０
件
の
う
ち
約
８
割
が
後
継
者
な
し
と
の
調
査
結

５
０
件
の
う
ち
約
８
割
が
後
継
者
な
し
と
の
調
査
結

果
が
あ
り
ま
す
。農
業
後
継
者
対
策
に
係
る
助
成
制

果
が
あ
り
ま
す
。農
業
後
継
者
対
策
に
係
る
助
成
制

度
は
、市
単
独
事
業
と
し
て
市
内
在
住

度
は
、市
単
独
事
業
と
し
て
市
内
在
住
4040
歳
以
下
で

歳
以
下
で

県
主
催
の
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
修
了
者
を
対
象

県
主
催
の
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の
修
了
者
を
対
象

に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。ま
た
、国
県
の
事
業
と

に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。ま
た
、国
県
の
事
業
と

し
て
、認
定
新
規
就
農
者
に
対
し
、３
７
０
０
万
円

し
て
、認
定
新
規
就
農
者
に
対
し
、３
７
０
０
万
円

を
上
限
に
無
利
子
で
借
り
入
れ
が
可
能
と
な
る
青
年

を
上
限
に
無
利
子
で
借
り
入
れ
が
可
能
と
な
る
青
年

等
就
農
資
金
、初
期
投
資
に
係
る
費
用
と
し
て
上
限

等
就
農
資
金
、初
期
投
資
に
係
る
費
用
と
し
て
上
限

１
０
０
０
万
円
を
支
援
す
る
経
営
発
展
支
援
事
業
補

１
０
０
０
万
円
を
支
援
す
る
経
営
発
展
支
援
事
業
補

助
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

助
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。開
業
の
見
通
し
と
遅
れ
た
事
情
は
何
が

あ
り
ま
す
。開
業
の
見
通
し
と
遅
れ
た
事
情
は
何
が

あ
っ
た
の
か
。

あ
っ
た
の
か
。

A
令
和
３
年

令
和
３
年
1212
月
に
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
が
、

月
に
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
が
、

当
初
の
想
定
は
令
和
５
年
開
設
の
予
定
で
し

当
初
の
想
定
は
令
和
５
年
開
設
の
予
定
で
し

た
。開
業
が
遅
れ
た
要
因
は
、事
業
費
が
昨
今
の
建

た
。開
業
が
遅
れ
た
要
因
は
、事
業
費
が
昨
今
の
建

設
費
高
騰
に
よ
り
大
幅
に
上
回
り
、設
計
を
見
直
し

設
費
高
騰
に
よ
り
大
幅
に
上
回
り
、設
計
を
見
直
し

て
い
る
た
め
、設
計
時
期
に
遅
れ
が
生
じ
た
も
の
で

て
い
る
た
め
、設
計
時
期
に
遅
れ
が
生
じ
た
も
の
で

す
。今
後
も
開
設
事
業
者
と
連
絡
を
密
に
し
、早
期

す
。今
後
も
開
設
事
業
者
と
連
絡
を
密
に
し
、早
期

開
院
に
向
け
調
整
し
ま
す
。

開
院
に
向
け
調
整
し
ま
す
。

Q
全
国
的
に
見
て
も
無
償
化
を
求
め
る
声
が
大

全
国
的
に
見
て
も
無
償
化
を
求
め
る
声
が
大

き
く
進
ん
で
い
ま
す
。近
隣
で
も
多
古
町
、

き
く
進
ん
で
い
ま
す
。近
隣
で
も
多
古
町
、

神
崎
町
、東
庄
町
な
ど
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。香
取

神
崎
町
、東
庄
町
な
ど
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。香
取

市
と
し
て
実
施
時
期
を
含
め
ど
う
検
討
さ
れ
て
き
た

市
と
し
て
実
施
時
期
を
含
め
ど
う
検
討
さ
れ
て
き
た

か
、食
材
の
供
給
で
地
元
産
の
利
用
状
況
は
ど
う
な

か
、食
材
の
供
給
で
地
元
産
の
利
用
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

っ
て
い
る
か
。

A
令
和
５
年
１
月
か
ら
小
学
６
年
生
、中
学
３

令
和
５
年
１
月
か
ら
小
学
６
年
生
、中
学
３

年
生
お
よ
び
県
補
助
事
業
の
活
用
に
よ
る
第

年
生
お
よ
び
県
補
助
事
業
の
活
用
に
よ
る
第

３
子
以
降
を
対
象
に
無
償
化
を
実
施
し
ま
し
た
。完

３
子
以
降
を
対
象
に
無
償
化
を
実
施
し
ま
し
た
。完

全
無
償
化
の
実
施
は
、令
和
５
年
度
の
児
童
生
徒
数

全
無
償
化
の
実
施
は
、令
和
５
年
度
の
児
童
生
徒
数

を
基
に
す
る
と
、年
間
約
２
億
２
６
０
０
万
円
が
必

を
基
に
す
る
と
、年
間
約
２
億
２
６
０
０
万
円
が
必

要
な
た
め
、現
時
点
で
実
施
ま
で
の
期
間
の
回
答
は

要
な
た
め
、現
時
点
で
実
施
ま
で
の
期
間
の
回
答
は

困
難
で
す
。全
体
的
な
施
策
と
し
て
、ど
の
よ
う
な

困
難
で
す
。全
体
的
な
施
策
と
し
て
、ど
の
よ
う
な

財
源
か
ら
支
出
で
き
る
か
、し
っ
か
り
と
考
え
ま
す
。

財
源
か
ら
支
出
で
き
る
か
、し
っ
か
り
と
考
え
ま
す
。

学
校
給
食
の
食
材
は
、食
育
を
推
進
す
る
国
県
の
取

学
校
給
食
の
食
材
は
、食
育
を
推
進
す
る
国
県
の
取

り
組
み
の
も
と
、可
能
な
限
り
県
内
の
地
元
産
を
使

り
組
み
の
も
と
、可
能
な
限
り
県
内
の
地
元
産
を
使

用
し
て
い
ま
す
。米
は
全
て
香
取
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

用
し
て
い
ま
す
。米
は
全
て
香
取
市
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
使
用
、野
菜
は
香
取
市
産
が
約

を
使
用
、野
菜
は
香
取
市
産
が
約
3030
％
、千
葉
県
産

％
、千
葉
県
産

が
約
が
約
3030
％
で
す
。

％
で
す
。

Q
産
婦
人
科
の
開
業
に
つ
い
て
、こ
の
数
年
間
、

産
婦
人
科
の
開
業
に
つ
い
て
、こ
の
数
年
間
、

香
取
市
で
は
産
婦
人
科
が
な
い
状
況
が
続
い

香
取
市
で
は
産
婦
人
科
が
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。住
民
か
ら
は
早
い
開
業
を
求
め
る
声
が

て
い
ま
す
。住
民
か
ら
は
早
い
開
業
を
求
め
る
声
が

佐
さ

藤
とう

 好
よし

文
ふみ

議員
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防犯灯で暗い夜道を照らします

12月定例会　13人の議員が一般質問

市
民
負
担
の
平
等
性

Q
防
犯
灯
は
市
民
の
要
望
で
設
置
し
、使
用
で

防
犯
灯
は
市
民
の
要
望
で
設
置
し
、使
用
で

発
生
し
た
電
気
代
・
修
繕
・
移
設
は
ど
こ
が
負

発
生
し
た
電
気
代
・
修
繕
・
移
設
は
ど
こ
が
負

担
か
。

担
か
。

A
国
道
、県
道
、市
道
１
級
お
よ
び
２
級
に
設

国
道
、県
道
、市
道
１
級
お
よ
び
２
級
に
設

置
さ
れ
た
も
の
は
、市
が
維
持
管
理
し
、電

置
さ
れ
た
も
の
は
、市
が
維
持
管
理
し
、電

気
料
金
を
含
む
経
費
を
負

気
料
金
を
含
む
経
費
を
負

担
し
ま
す
。そ
の
他
の
設

担
し
ま
す
。そ
の
他
の
設

置
場
所
の
維
持
管
理
は
、

置
場
所
の
維
持
管
理
は
、

自
治
会
等
の
負
担
で
す
。

自
治
会
等
の
負
担
で
す
。

自
治
会
等
管
理
の
防
犯
灯

自
治
会
等
管
理
の
防
犯
灯

修
繕
や
移
設
も
、自
治
会

修
繕
や
移
設
も
、自
治
会

等
の
負
担
で
す
。

等
の
負
担
で
す
。

Q
市
の
全
世
帯
数
と
自
治
会
加
入
世
帯
数
は
。

市
の
全
世
帯
数
と
自
治
会
加
入
世
帯
数
は
。

ま
た
、そ
の
比
率
は
。

ま
た
、そ
の
比
率
は
。

A
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、住
民
基
本
台
帳

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、住
民
基
本
台
帳

世
帯
数
は
３
万
１
１
７
８
世
帯
で
す
。自
治

世
帯
数
は
３
万
１
１
７
８
世
帯
で
す
。自
治

会
加
入
世
帯
数
は
、各
自
治
会
か
ら
報
告
で
２
万
２

会
加
入
世
帯
数
は
、各
自
治
会
か
ら
報
告
で
２
万
２

５
０
０
世
帯
、加
入
率
は
約

５
０
０
世
帯
、加
入
率
は
約
7272
・
1717
％
で
す
。

％
で
す
。

Q
市
民
負
担
の
不
平
等
か
ら
防
犯
灯
の
電
気
料

市
民
負
担
の
不
平
等
か
ら
防
犯
灯
の
電
気
料

金
を
市
で
負
担
で
き
な
い
か
。

金
を
市
で
負
担
で
き
な
い
か
。

A
令
和
５
年
３
月
末
現
在
、防
犯
灯
が
８
６
２

令
和
５
年
３
月
末
現
在
、防
犯
灯
が
８
６
２

４
灯
で
、内
訳
は
市
管
理
２
５
７
５
灯
、自

４
灯
で
、内
訳
は
市
管
理
２
５
７
５
灯
、自

治
会
管
理
６
０
４
９
灯
で
す
。市
で
負
担
し
た
場
合
、

治
会
管
理
６
０
４
９
灯
で
す
。市
で
負
担
し
た
場
合
、

約
１
３
０
０
万
円
が
必
要
で
、負
担
す
る
こ
と
は
現

約
１
３
０
０
万
円
が
必
要
で
、負
担
す
る
こ
と
は
現

時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

A
避
難
基
準
は
、人
工
呼
吸
器
等
を
使
用
す
る

避
難
基
準
は
、人
工
呼
吸
器
等
を
使
用
す
る

な
ど
特
別
な
配
慮
が
必
要
で
、一
般
の
避
難

な
ど
特
別
な
配
慮
が
必
要
で
、一
般
の
避
難

所
で
は
生
活
に
支
障
を
来
す
人
が
対
象
で
す
。現
在
、

所
で
は
生
活
に
支
障
を
来
す
人
が
対
象
で
す
。現
在
、

市
内
の
福
祉
施
設
事
業
所

市
内
の
福
祉
施
設
事
業
所
2020
施
設
と
協
定
を
締
結
し

施
設
と
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
。ま
た
、令
和
２
年
度
か
ら
既
存
の
公
共

て
い
ま
す
。ま
た
、令
和
２
年
度
か
ら
既
存
の
公
共

施
設
を
福
祉
避
難
所
と
し
て
、１
カ
所
整
備
し
て
お

施
設
を
福
祉
避
難
所
と
し
て
、１
カ
所
整
備
し
て
お

り
ま
す
。

り
ま
す
。

Q
福
祉
避
難
所
の
市
全
体
で
の
収
容
人
員
は
。

福
祉
避
難
所
の
市
全
体
で
の
収
容
人
員
は
。

ま
た
対
応
可
能
と
言
え
る
か
。

ま
た
対
応
可
能
と
言
え
る
か
。

A
2121
施
設
の
合
計
受
入
可
能
人
数
は
２
０
０
人

施
設
の
合
計
受
入
可
能
人
数
は
２
０
０
人

で
す
が
、施
設
入
居
者
お
よ
び
利
用
者
も
お

で
す
が
、施
設
入
居
者
お
よ
び
利
用
者
も
お

り
、開
設
は
状
況
に
よ
り
受
入
可
能
な
範
囲
と
な
り

り
、開
設
は
状
況
に
よ
り
受
入
可
能
な
範
囲
と
な
り

ま
す
。ま
た
、避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
登
録
人

ま
す
。ま
た
、避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
登
録
人

数
な
ど
か
ら
十
分
な
収
容
枠
を
確
保
で
き
な
い
こ
と

数
な
ど
か
ら
十
分
な
収
容
枠
を
確
保
で
き
な
い
こ
と

も
想
定
さ
れ
、可
能
な
限
り
取
り
組
み
ま
す
。

も
想
定
さ
れ
、可
能
な
限
り
取
り
組
み
ま
す
。

 

市
内
に
は
、指
定
避
難
所
へ
避
難
す
る
事
の

市
内
に
は
、指
定
避
難
所
へ
避
難
す
る
事
の

難
し
い
人
が
多
数
い
ま
す
。こ
の
事
か
ら
福
祉
避
難

難
し
い
人
が
多
数
い
ま
す
。こ
の
事
か
ら
福
祉
避
難

所
の
拡
充
を
お
願
い
し
た
い
。

所
の
拡
充
を
お
願
い
し
た
い
。

意
見
意
見

大
規
模
災
害
時
、

災
害
弱
者
へ
の
支
援
体
制
は

Q
香
取
市
地
域
防
災
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る

香
取
市
地
域
防
災
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る

要
配
慮
者
の
安
全
確
保
対
策
の
内
容
は
。

要
配
慮
者
の
安
全
確
保
対
策
の
内
容
は
。

A
香
取
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、災
害
発
生
時

香
取
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、災
害
発
生
時

に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
支
援
を
要

に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
支
援
を
要

す
る
人
を
避
難
行
動
要
支
援
者
と
し
、市
は
把
握
に

す
る
人
を
避
難
行
動
要
支
援
者
と
し
、市
は
把
握
に

努
め
、災
害
時
に
迅
速
な
対
応
が
取
れ
る
よ
う
備
え

努
め
、災
害
時
に
迅
速
な
対
応
が
取
れ
る
よ
う
備
え

ま
す
。避
難
行
動
要
支
援
者
の
同
意
を
得
た
も
の
は
、

ま
す
。避
難
行
動
要
支
援
者
の
同
意
を
得
た
も
の
は
、

避
難
を
支
援
す
る
関
係
者
へ
事
前
に
住
所
、氏
名
な

避
難
を
支
援
す
る
関
係
者
へ
事
前
に
住
所
、氏
名
な

ど
の
名
簿
情
報
を
提
供
し
、避
難
行
動
要
支
援
者
の

ど
の
名
簿
情
報
を
提
供
し
、避
難
行
動
要
支
援
者
の

個
別
避
難
計
画
の
策
定
に
努
め
ま
す
。

個
別
避
難
計
画
の
策
定
に
努
め
ま
す
。

Q
要
配
慮
者
の
内
、確
認
で
き
て
い
る
避
難
行

要
配
慮
者
の
内
、確
認
で
き
て
い
る
避
難
行

動
要
支
援
者
は
何
名
か
。

動
要
支
援
者
は
何
名
か
。

A
要
介
護
３
以
上
の
高
齢
者
等
９
４
７
人
、Ａ

要
介
護
３
以
上
の
高
齢
者
等
９
４
７
人
、Ａ

判
定
以
上
の
知
的
障
害
者
１
８
９
人
、２
級

判
定
以
上
の
知
的
障
害
者
１
８
９
人
、２
級

以
上
の
精
神
障
害
者
１
３
６
人
で
す
。

以
上
の
精
神
障
害
者
１
３
６
人
で
す
。

Q
福
祉
避
難
所
に
入
所
で
き
る
条
件
は
。ま
た
、

福
祉
避
難
所
に
入
所
で
き
る
条
件
は
。ま
た
、

福
祉
避
難
所
は
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。

福
祉
避
難
所
は
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
。

久
く

保
ぼ

木
き

 清
せい

司
じ

議員

災
害
弱
者
へ
の
避
難
支
援
体
制
・

市
民
負
担
の
平
等
性
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Q
認
知
症
理
解
促
進
の
た
め
に
各
学
校
に
認
知

認
知
症
理
解
促
進
の
た
め
に
各
学
校
に
認
知

症
の
理
解
を
深
め
る
講
座
が
必
要
で
は
な
い

症
の
理
解
を
深
め
る
講
座
が
必
要
で
は
な
い

か
。
か
。A

認
知
症
の
理
解
を
深
め
、地
域
の
中
で
支
援
者

認
知
症
の
理
解
を
深
め
、地
域
の
中
で
支
援
者

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
認
知
症

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
市
内
小
中
学
校
や
高
等
学

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
市
内
小
中
学
校
や
高
等
学

校
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

校
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

Q
９
月
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、

９
月
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、

コ
ン
パ
ス
で
行
っ
た
よ
う
に
周
知
の
た
め
の

コ
ン
パ
ス
で
行
っ
た
よ
う
に
周
知
の
た
め
の

広
報
が
必
要
。介
護
予
防
も
含
め
て
よ
り
広
報
に
力

広
報
が
必
要
。介
護
予
防
も
含
め
て
よ
り
広
報
に
力

を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
今
後
も
、民
間
事
業
所
等
関
係
機
関
と
協
力

今
後
も
、民
間
事
業
所
等
関
係
機
関
と
協
力

し
な
が
ら
周
知
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま

し
な
が
ら
周
知
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。
す
。Q

伊
藤
市
長
の
認
知
症
対
策
へ
の
思
い
を
伺
い

伊
藤
市
長
の
認
知
症
対
策
へ
の
思
い
を
伺
い

た
い
。

た
い
。

A
当
事
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を

当
事
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
な
香
取
市
を
つ
く
り
た
い

続
け
ら
れ
る
よ
う
な
香
取
市
を
つ
く
り
た
い

と
考
え
ま
す
。国
が
目
指
す
共
生
社
会
の
実
現
を
推

と
考
え
ま
す
。国
が
目
指
す
共
生
社
会
の
実
現
を
推

進
す
る
施
策
を
見
極
め
な
が
ら
、現
在
行
っ
て
い
る

進
す
る
施
策
を
見
極
め
な
が
ら
、現
在
行
っ
て
い
る

認
知
症
施
策
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

認
知
症
施
策
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

A
地
域
住
民
と
世
代
を
超
え
て
交
流
で
き
る
場

地
域
住
民
と
世
代
を
超
え
て
交
流
で
き
る
場

と
し
て
、子
ど
も
食
堂
は
子
ど
も
た
ち
の
貴

と
し
て
、子
ど
も
食
堂
は
子
ど
も
た
ち
の
貴

重
な
居
場
所
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。今
後
も
、全
て

重
な
居
場
所
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。今
後
も
、全
て

の
人
々
が
笑
顔
に
な
れ
る
子
ど
も
食
堂
の
運
営
を
サ

の
人
々
が
笑
顔
に
な
れ
る
子
ど
も
食
堂
の
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
で
き
る
香
取
市
を

Q
地
域
で
認
知
症
を
包
摂
す
る
地
域
づ
く
り
が

地
域
で
認
知
症
を
包
摂
す
る
地
域
づ
く
り
が

重
要
だ
と
考
え
る
が
認
識
は
。

重
要
だ
と
考
え
る
が
認
識
は
。

A
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、認
知
症
高
齢
者

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、認
知
症
高
齢
者

に
対
す
る
事
業
の
充
実
を
図
り
、地
域
で
支
え
る
仕

に
対
す
る
事
業
の
充
実
を
図
り
、地
域
で
支
え
る
仕

組
み
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

組
み
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Q
市
内
で
現
在
の
認
知
症
の
早
期
発
見
の
政
策

市
内
で
現
在
の
認
知
症
の
早
期
発
見
の
政
策

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

A
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
香

早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
香

取
市
徘
徊
高
齢
者
等
見
守
り
シ
ー
ル
交
付
事

取
市
徘
徊
高
齢
者
等
見
守
り
シ
ー
ル
交
付
事

業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

Q
市
内
の
子
ど
も
食
堂
と
は
ど
の
よ
う
に
連
携

市
内
の
子
ど
も
食
堂
と
は
ど
の
よ
う
に
連
携

し
て
い
る
の
か
。

し
て
い
る
の
か
。

A
市
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
食
堂
の
活
動
状

市
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
食
堂
の
活
動
状

況
や
運
営
方
法
な
ど
、情
報
交
換
の
場
を
提

況
や
運
営
方
法
な
ど
、情
報
交
換
の
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

供
し
て
い
ま
す
。

Q
か
と
り
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
と
は
ど
の
よ
う

か
と
り
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
と
は
ど
の
よ
う

に
連
携
し
て
い
く
予
定
か
。

に
連
携
し
て
い
く
予
定
か
。

A
子
ど
も
食
堂
の
運
営
団
体
は
、か
と
り
フ
ー

子
ど
も
食
堂
の
運
営
団
体
は
、か
と
り
フ
ー

ド
パ
ン
ト
リ
ー
や
民
間
団
体
が
運
営
す
る
フ

ド
パ
ン
ト
リ
ー
や
民
間
団
体
が
運
営
す
る
フ

ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
等
と
の
連
携
を
図
る
た
め
、香
取
市

ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
等
と
の
連
携
を
図
る
た
め
、香
取
市

子
ど
も
食
堂
等
担
当
者
連
絡
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
等
担
当
者
連
絡
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

Q
こ
れ
か
ら
子
ど
も
食
堂
を
始
め
た
い
団
体
や

こ
れ
か
ら
子
ど
も
食
堂
を
始
め
た
い
団
体
や

個
人
へ
の
開
設
の
支
援
は
ど
の
よ
う
に
考
え

個
人
へ
の
開
設
の
支
援
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

て
い
る
の
か
。

A
市
は
、開
設
の
相
談
、情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

市
は
、開
設
の
相
談
、情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

Q
子
ど
も
食
堂
や
苦
し
い
状
況
に
あ
る
子
ど
も

子
ど
も
食
堂
や
苦
し
い
状
況
に
あ
る
子
ど
も

へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伊
藤
市
長
か
ら
い

へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伊
藤
市
長
か
ら
い

た
だ
き
た
い
。

た
だ
き
た
い
。

前
まえ

田
だ

 誠
まさ

之
ゆき

議員

子
ど
も
食
堂
と
香
取
市
の

更
な
る
連
携
を
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黒部川の光景

12月定例会　13人の議員が一般質問

Q
香
取
市
民
レ
ガ
ッ
タ
と
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト

香
取
市
民
レ
ガ
ッ
タ
と
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト

（
黒
部
水
際
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｔ

（
黒
部
水
際
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｔ 

Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）

Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
。

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
。

A
イ
ベ
ン
ト
は
、水
上
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、子

イ
ベ
ン
ト
は
、水
上
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、子

ど
も
向
け
ボ
ー
ト
教
室
、ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
設

ど
も
向
け
ボ
ー
ト
教
室
、ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
設

立
に
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
ボ
ー
ト
に
興
味
を
持

立
に
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
ボ
ー
ト
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
い
、５
年
後
以
降
の
全
国
大
会
誘
致
を
目

っ
て
も
ら
い
、５
年
後
以
降
の
全
国
大
会
誘
致
を
目

指
す
企
画
に
賛
同
し
た
有
志
の
皆
さ
ん
が
開
催
し
た

指
す
企
画
に
賛
同
し
た
有
志
の
皆
さ
ん
が
開
催
し
た

も
の
で
す
。

も
の
で
す
。

Q
全
国
大
会
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、黒
部
水
際

全
国
大
会
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、黒
部
水
際

Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｔ

Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｔ 

Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ（
市
民
ボ
ラ
ン

Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ（
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）の
関
係
者
も
大
会
に
係
っ
て
い
く
必
要
が

テ
ィ
ア
）の
関
係
者
も
大
会
に
係
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。大
会
に
自
費
随
行
の
要
望
が
あ
る
、

あ
る
と
考
え
る
。大
会
に
自
費
随
行
の
要
望
が
あ
る
、

市
の
対
応
は
。

市
の
対
応
は
。

A
全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
の
出
場
ク
ル
ー

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
の
出
場
ク
ル
ー

の
随
行
は
、慣
例
と
し
て
参
加
市
町
村
の
職

の
随
行
は
、慣
例
と
し
て
参
加
市
町
村
の
職

員
が
行
っ
て
い
ま
す
。職
員
以
外
の
レ
ガ
ッ
タ
関
係

員
が
行
っ
て
い
ま
す
。職
員
以
外
の
レ
ガ
ッ
タ
関
係

者
が
開
催
状
況
を
視
察
す
る
こ
と
は
、香
取
市
大
会

者
が
開
催
状
況
を
視
察
す
る
こ
と
は
、香
取
市
大
会

の
成
功
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、多
く
の

の
成
功
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、多
く
の

方
々
が
実
際
の
会
場
に
足
を
運
べ
る
よ
う
考
慮
し
ま

方
々
が
実
際
の
会
場
に
足
を
運
べ
る
よ
う
考
慮
し
ま

す
。
す
。

Q
黒
部
川
の
土
砂
に
対
す
る
、県
へ
の
要
望
の

黒
部
川
の
土
砂
に
対
す
る
、県
へ
の
要
望
の

内
容
は
。

内
容
は
。

A
市
と
し
て
、知
事
と
市
長
村
長
と
の
意
見
交

市
と
し
て
、知
事
と
市
長
村
長
と
の
意
見
交

換
会
や
香
取
土
木
事
務
所
と
の
調
整
会
議
等

換
会
や
香
取
土
木
事
務
所
と
の
調
整
会
議
等

に
お
い
て
、県
へ
堆
積
土
の
し
ゅ
ん
せ
つ
要
望
を
行

に
お
い
て
、県
へ
堆
積
土
の
し
ゅ
ん
せ
つ
要
望
を
行

っ
て
い
ま
す
。今
後
、大
規
模
な
事
業
と
し
て
取
り

っ
て
い
ま
す
。今
後
、大
規
模
な
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
内
容
で
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

組
ん
で
い
た
だ
く
内
容
で
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
レ
ガ
ッ
タ
の
誘
致

Q
誘
致
に
あ
た
り
、よ
り
一
層
水
上
ス
ポ
ー
ツ

誘
致
に
あ
た
り
、よ
り
一
層
水
上
ス
ポ
ー
ツ

を
盛
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、市

を
盛
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、市

の
考
え
は
。

の
考
え
は
。

A
黒
部
川
で
は
、香
取
市
民
レ
ガ
ッ
タ
に
代
表

黒
部
川
で
は
、香
取
市
民
レ
ガ
ッ
タ
に
代
表

さ
れ
る
ロ
ー
イ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー
な
ど
の
水
上

さ
れ
る
ロ
ー
イ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー
な
ど
の
水
上

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
あ
り
、年
間
を
通
じ
て
各
種
ク
ラ

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
あ
り
、年
間
を
通
じ
て
各
種
ク
ラ

ブ
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。水
上
ス
ポ
ー
ツ
に
適
し

ブ
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。水
上
ス
ポ
ー
ツ
に
適
し

た
環
境
を
Ｐ
Ｒ
動
画
な
ど
に
よ
り
全
国
に
発
信
す
る

た
環
境
を
Ｐ
Ｒ
動
画
な
ど
に
よ
り
全
国
に
発
信
す
る

と
と
も
に
、各
種
大
会
の
開
催
を
は
じ
め
、競
技
人
口

と
と
も
に
、各
種
大
会
の
開
催
を
は
じ
め
、競
技
人
口

の
拡
大
や
競
技
団
体
の
合
宿
の
誘
致
に
向
け
、必
要

の
拡
大
や
競
技
団
体
の
合
宿
の
誘
致
に
向
け
、必
要

な
環
境
整
備
な
ど
今
後
も
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

な
環
境
整
備
な
ど
今
後
も
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

Q
現
在
、黒
部
川
の
新
田
橋
か
ら
大
橋
付
近
ま

現
在
、黒
部
川
の
新
田
橋
か
ら
大
橋
付
近
ま

で
外
来
種
の
水
草
が
繁
茂
し
て
い
る
。黒
部

で
外
来
種
の
水
草
が
繁
茂
し
て
い
る
。黒
部

川
は
一
級
河
川
、県
の
管
理
と
な
る
が
外
来
種
の
水

川
は
一
級
河
川
、県
の
管
理
と
な
る
が
外
来
種
の
水

草
に
対
し
、市
で
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

草
に
対
し
、市
で
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

A
県
管
理
の
河
川
で
あ
る
た
め
、市
と
し
て
水

県
管
理
の
河
川
で
あ
る
た
め
、市
と
し
て
水

草
を
駆
除
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す

草
を
駆
除
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す

が
、支
流
と
な
る
市
管
理
の
河
川
や
水
路
な
ど
で
も

が
、支
流
と
な
る
市
管
理
の
河
川
や
水
路
な
ど
で
も

繁
茂
の
状
況
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、県
と

繁
茂
の
状
況
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、県
と

の
情
報
共
有
を
図
り
、連
携
し
た
水
草
の
駆
除
を
行

の
情
報
共
有
を
図
り
、連
携
し
た
水
草
の
駆
除
を
行

い
河
川
の
状
況
回
復
を
図
り
ま
す
。

い
河
川
の
状
況
回
復
を
図
り
ま
す
。

藤
ふじ

木
き

 裕
ひろ

士
のり

議員

黒
部
川
の
環
境
整
備
を
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老朽化による建て替えを行う小見川分署

携
協
力
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
魅
力
を
高
め
、情
報
発

携
協
力
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
魅
力
を
高
め
、情
報
発

信
に
よ
り
さ
ら
な
る
誘
客
を
図
り
ま
す
。

信
に
よ
り
さ
ら
な
る
誘
客
を
図
り
ま
す
。

 

平
素
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
入
場
者
が
非
常

平
素
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
入
場
者
が
非
常

に
少
な
い
が
、こ
の
様
に
無
料
に
す
る
か
安
く
す
れ

に
少
な
い
が
、こ
の
様
に
無
料
に
す
る
か
安
く
す
れ

ば
大
勢
の
人
が
集
ま
る
。利
用
料
金
の
半
日
券
の
導

ば
大
勢
の
人
が
集
ま
る
。利
用
料
金
の
半
日
券
の
導

入
を
伊
藤
市
長
に
強
く
望
む
。

入
を
伊
藤
市
長
に
強
く
望
む
。

小
見
川
野
田
地
先
で
の

水
稲
農
業
後
継
者
へ
の
助
成
は

Q
野
田
地
先
は
、ほ
と
ん
ど
が
都
市
計
画
法
の

野
田
地
先
は
、ほ
と
ん
ど
が
都
市
計
画
法
の

用
途
地
域
で
、農
業
振
興
地
域
外
で
あ
る
。

用
途
地
域
で
、農
業
振
興
地
域
外
で
あ
る
。

こ
の
地
域
で
の
新
規
水
稲
農
業
後
継
者
へ
の
各
種
農

こ
の
地
域
で
の
新
規
水
稲
農
業
後
継
者
へ
の
各
種
農

業
助
成
金
の
交
付
は
可
能
か
。

業
助
成
金
の
交
付
は
可
能
か
。

A
助
成
事
業
は
年
齢
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

助
成
事
業
は
年
齢
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、地
域
の
制
限
は
な

す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、地
域
の
制
限
は
な

く
都
市
計
画
の
用
途
地
域
内
の
農
地
を
耕
作
す
る
新

く
都
市
計
画
の
用
途
地
域
内
の
農
地
を
耕
作
す
る
新

規
就
農
者
で
も
助
成
を
受
け
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

規
就
農
者
で
も
助
成
を
受
け
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

Q
野
田
地
先
で
の
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用

野
田
地
先
で
の
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用

し
て
の
農
地
の
賃
貸
は
可
能
か
。

し
て
の
農
地
の
賃
貸
は
可
能
か
。

A
令
和
２
年
に
関
係
法
令
が
改
正
さ
れ
、現
在

令
和
２
年
に
関
係
法
令
が
改
正
さ
れ
、現
在

は
都
市
計
画
の
用
途
地
域
内
で
の
活
用
も
可

は
都
市
計
画
の
用
途
地
域
内
で
の
活
用
も
可

能
で
す
。

能
で
す
。

意
見
意
見

Q
や
は
り
老
朽
化
し
た
山
田
分
遣
所
の
今
後
の

や
は
り
老
朽
化
し
た
山
田
分
遣
所
の
今
後
の

建
設
予
定
は
。

建
設
予
定
は
。

A
香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
に

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、現
在
、建
設
計
画
は
あ

確
認
し
た
と
こ
ろ
、現
在
、建
設
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、今
後
、諸
事
情
を
勘
案
し
た
上
で
適

り
ま
せ
ん
が
、今
後
、諸
事
情
を
勘
案
し
た
上
で
適

切
な
時
期
に
市
と
協
議
し
た
い
と
の
考
え
で
す
。

切
な
時
期
に
市
と
協
議
し
た
い
と
の
考
え
で
す
。

た
ち
ば
な
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
フ
ェ
ス

２
０
２
３
の
概
要
は

Q
去
る
去
る
1111
月
３
日
か
ら
５
日
に
開
催
さ
れ
た
こ

月
３
日
か
ら
５
日
に
開
催
さ
れ
た
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
大
盛
況
で
あ
っ
た
。そ
の
部

の
イ
ベ
ン
ト
は
大
盛
況
で
あ
っ
た
。そ
の
部

門
別
集
客
人
員
と
効
果
及
び
今
後
の
対
応
は
。

門
別
集
客
人
員
と
効
果
及
び
今
後
の
対
応
は
。

A
延
べ
人
数
は
約
５
６
０
０
人
で
、パ
ー
ク
ゴ

延
べ
人
数
は
約
５
６
０
０
人
で
、パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
５
１
７
人
、テ
ラ
ス
・
サ
ン
サ
ン
で

ル
フ
場
５
１
７
人
、テ
ラ
ス
・
サ
ン
サ
ン
で

開
催
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
５
４
人
、キ
ャ

開
催
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
５
４
人
、キ
ャ

ン
プ
場
宿
泊
者
３
２
８
人
、水
辺
エ
リ
ア
の
カ
ヌ
ー

ン
プ
場
宿
泊
者
３
２
８
人
、水
辺
エ
リ
ア
の
カ
ヌ
ー

お
よ
び
足
漕
ぎ
ボ
ー
ト
５
４
２
人
、里
山
エ
リ
ア
の

お
よ
び
足
漕
ぎ
ボ
ー
ト
５
４
２
人
、里
山
エ
リ
ア
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
3333
人
、多
目
的
広
場
の
マ
ル

人
、多
目
的
広
場
の
マ
ル

シ
ェ
約
３
８
０
０
人
で
し
た
。多
く
の
お
客
様
に
来

シ
ェ
約
３
８
０
０
人
で
し
た
。多
く
の
お
客
様
に
来

場
い
た
だ
き
、認
知
度
お
よ
び
魅
力
の
向
上
に
つ
な

場
い
た
だ
き
、認
知
度
お
よ
び
魅
力
の
向
上
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
ま
す
。引
き
続
き
指
定
管
理
者
と
連

が
っ
た
と
考
え
ま
す
。引
き
続
き
指
定
管
理
者
と
連

Q
小
見
川
分
署
は
近
年
老
朽
化
が
著
し
く
、私

小
見
川
分
署
は
近
年
老
朽
化
が
著
し
く
、私

は
歴
代
の
香
取
市
長
や
消
防
本
部
消
防
長
等

は
歴
代
の
香
取
市
長
や
消
防
本
部
消
防
長
等

に
市
議
会
一
般
質
問
な
ど
で
何
度
と
な
く
要
望
し
て

に
市
議
会
一
般
質
問
な
ど
で
何
度
と
な
く
要
望
し
て

来
た
。そ
れ
ゆ
え
、こ
の
建
設
決
定
は
我
事
の
よ
う

来
た
。そ
れ
ゆ
え
、こ
の
建
設
決
定
は
我
事
の
よ
う

に
嬉
し
い
。そ
の
概
要
は
。

に
嬉
し
い
。そ
の
概
要
は
。

A
庁
舎
建
替
は
香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

庁
舎
建
替
は
香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

消
防
本
部
で
進
め
て
い
ま
す
。小
見
川
支
所

消
防
本
部
で
進
め
て
い
ま
す
。小
見
川
支
所

南
東
側
の
市
有
地
を
建
設
場
所
と
し
、敷
地
面
積
３

南
東
側
の
市
有
地
を
建
設
場
所
と
し
、敷
地
面
積
３

５
８
９
・

５
８
９
・
8383
㎡
、建
物
延
べ
面
積
１
２
７
６
・

㎡
、建
物
延
べ
面
積
１
２
７
６
・
5151
㎡
、
㎡
、

鉄
鋼
造
２
階
建
で
す
。建
設
総
事
業
費
は

鉄
鋼
造
２
階
建
で
す
。建
設
総
事
業
費
は
1010
億
４
９

億
４
９

６
２
万
２
０
０
０
円
、令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
ま

６
２
万
２
０
０
０
円
、令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
ま

で
の
３
カ
年

で
の
３
カ
年

の
継
続
事
業

の
継
続
事
業

で
、
配
置
人

で
、
配
置
人

員
は
、
分
署

員
は
、
分
署

長
以
下

長
以
下
3333
名

の
予
定
で
す
。

の
予
定
で
す
。

高
たか

木
ぎ

　 寛
ひろし

議員

消
防
署
小
見
川
分
署
の

建
設
工
事
は

令
和
７
年
秋
に
完
成
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生涯学習フェスティバル（令和5年2月12日 いぶき館）

12月定例会　13人の議員が一般質問

専
門
家
を
招
聘
し
た

芸
術
監
督
・
音
楽
監
督
の
委
嘱
を

Q
文
化
芸
術
行
事
の
企
画
、立
案
は
ど
の
様
な

文
化
芸
術
行
事
の
企
画
、立
案
は
ど
の
様
な

プ
ロ
セ
ス
で
行
わ
れ
る
の
か
。企
画
立
案
時

プ
ロ
セ
ス
で
行
わ
れ
る
の
か
。企
画
立
案
時

に
芸
術
分
野
に
詳
し
い
専
門
家
、エ
キ
ス
パ
ー
ト
は

に
芸
術
分
野
に
詳
し
い
専
門
家
、エ
キ
ス
パ
ー
ト
は

参
加
し
て
い
る
か
。

参
加
し
て
い
る
か
。

A
限
ら
れ
た
予
算
・
人
員
の
中
、国
県
な
ど
の

限
ら
れ
た
予
算
・
人
員
の
中
、国
県
な
ど
の

補
助
金
活
用
事
業
を
優
先
に
企
画
立
案
し
て

補
助
金
活
用
事
業
を
優
先
に
企
画
立
案
し
て

い
ま
す
。芸
術
分
野
に
特
化
し
た
人
員
は
い
ま
せ
ん

い
ま
す
。芸
術
分
野
に
特
化
し
た
人
員
は
い
ま
せ
ん

が
、他
の
自
治
体
事
例
や
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
調
査

が
、他
の
自
治
体
事
例
や
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
調
査

研
究
し
事
業
計
画
か
ら
実
施
ま
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

研
究
し
事
業
計
画
か
ら
実
施
ま
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

 

行
政
機
構
の
関
係
上
、組
織
編
成
を
越
え
た

行
政
機
構
の
関
係
上
、組
織
編
成
を
越
え
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
む
こ
と
が
難
し
い
の
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
む
こ
と
が
難
し
い
の
で

あ
れ
ば
、文
化
・
芸
術
部
門
の
専
門
家
を
招
聘
し
、芸

あ
れ
ば
、文
化
・
芸
術
部
門
の
専
門
家
を
招
聘
し
、芸

術
監
督
・
音
楽
監
督
を
委
嘱
す
る
こ
と
で
香
取
市
に

術
監
督
・
音
楽
監
督
を
委
嘱
す
る
こ
と
で
香
取
市
に

一
流
の
舞
台
芸
術
を
紹
介
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た

一
流
の
舞
台
芸
術
を
紹
介
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
要
望
し
ま
す
。

だ
き
た
い
と
要
望
し
ま
す
。

Q
郷
土
出
身
者
に
は
文
化
芸
術
分
野
で
活
躍
さ

郷
土
出
身
者
に
は
文
化
芸
術
分
野
で
活
躍
さ

れ
、現
在
も
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ

れ
、現
在
も
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ

る
方
が
い
る
が
、そ
の
よ
う
な
方
々
の
顕
彰
は
さ
れ

る
方
が
い
る
が
、そ
の
よ
う
な
方
々
の
顕
彰
は
さ
れ

て
い
る
か
。ま
た
、予
定
は
あ
る
の
か
。

て
い
る
か
。ま
た
、予
定
は
あ
る
の
か
。

A
教
育
委
員
会
表
彰
と
し
て
毎
年
、教
育
・
文

教
育
委
員
会
表
彰
と
し
て
毎
年
、教
育
・
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
修

化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
修

め
た
個
人
、団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

め
た
個
人
、団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

意
見
意
見

舞
台
芸
術
や
芸
術
作
品
鑑
賞
の
た
め
、佐
原
文
化
会

舞
台
芸
術
や
芸
術
作
品
鑑
賞
の
た
め
、佐
原
文
化
会

館
で
文
化
芸
術
鑑
賞
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

館
で
文
化
芸
術
鑑
賞
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q
複
合
公
共
施
設
コ
ン
パ
ス
が
１
年
前
に
オ
ー

複
合
公
共
施
設
コ
ン
パ
ス
が
１
年
前
に
オ
ー

プ
ン
し
、中
央
公
民
館
か
ら
移
動
し
た
各
種

プ
ン
し
、中
央
公
民
館
か
ら
移
動
し
た
各
種

文
化
団
体
が
受
け
て
い
た
減
免
制
度
に
つ
い
て
、こ

文
化
団
体
が
受
け
て
い
た
減
免
制
度
に
つ
い
て
、こ

の
制
度
が
現
在
の
コ
ン
パ
ス
で
は
適
用
さ
れ
な
い
こ

の
制
度
が
現
在
の
コ
ン
パ
ス
で
は
適
用
さ
れ
な
い
こ

と
で
、今
ま
で
中
央
公
民
館
を
使
用
し
て
い
た
団
体

と
で
、今
ま
で
中
央
公
民
館
を
使
用
し
て
い
た
団
体

は
困
惑
し
て
い
る
が
、市
の
見
解
は
。

は
困
惑
し
て
い
る
が
、市
の
見
解
は
。

A
コ
ン
パ
ス
は
教
育
委
員
会
の
所
管
施
設
で
は

コ
ン
パ
ス
は
教
育
委
員
会
の
所
管
施
設
で
は

な
い
た
め
、減
免
に
教
育
委
員
会
要
綱
の
適

な
い
た
め
、減
免
に
教
育
委
員
会
要
綱
の
適

用
は
さ
れ
ず
、指
定
管
理
者
が
申
請
内
容
か
ら
審
査

用
は
さ
れ
ず
、指
定
管
理
者
が
申
請
内
容
か
ら
審
査

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

Q
財
政
面
か
ら
全
国
的
に
文
化
芸
術
専
門
の
施

財
政
面
か
ら
全
国
的
に
文
化
芸
術
専
門
の
施

設
は
減
っ
て
い
る
状
況
だ
が
、市
の
施
設
は
、

設
は
減
っ
て
い
る
状
況
だ
が
、市
の
施
設
は
、

多
目
的
ホ
ー
ル
、劇
場
、音
楽
ホ
ー
ル
、ど
れ
に
分
類

多
目
的
ホ
ー
ル
、劇
場
、音
楽
ホ
ー
ル
、ど
れ
に
分
類

さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

A
音
楽
発
表
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
公
共
施
設

音
楽
発
表
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
公
共
施
設

は
、い
ず
れ
も
音
楽
会
や
演
劇
会
等
の
特
化

は
、い
ず
れ
も
音
楽
会
や
演
劇
会
等
の
特
化

施
設
で
は
な
く
、講
演
会
や
各
種
行
事
な
ど
市
民
の

施
設
で
は
な
く
、講
演
会
や
各
種
行
事
な
ど
市
民
の

皆
さ
ん
に
幅
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
多
目
的
ホ

皆
さ
ん
に
幅
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
多
目
的
ホ

ー
ル
で
す
。

ー
ル
で
す
。

Q
合
併
前
の
市
町
が
推
し
進
め
て
き
た
文
化
興

合
併
前
の
市
町
が
推
し
進
め
て
き
た
文
化
興

隆
や
伝
統
文
化
等
の
保
存
・
伝
承
に
係
る
施

隆
や
伝
統
文
化
等
の
保
存
・
伝
承
に
係
る
施

策
な
ど
を
ふ
ま
え
、市
に
お
け
る
文
化
芸
術
に
関
す

策
な
ど
を
ふ
ま
え
、市
に
お
け
る
文
化
芸
術
に
関
す

る
施
策
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
今

る
施
策
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
今

年
度
開
催
の
文
化
芸
術
行
事
へ
の
参
加
人
数
、集
客

年
度
開
催
の
文
化
芸
術
行
事
へ
の
参
加
人
数
、集
客

数
は
。

数
は
。

A
学
習
講
座
・
教
室
を
コ
ン
パ
ス
、い
ぶ
き
館
、

学
習
講
座
・
教
室
を
コ
ン
パ
ス
、い
ぶ
き
館
、

山
田
公
民
館
、さ
つ
き
館
で
開
催
す
る
ほ
か
、

山
田
公
民
館
、さ
つ
き
館
で
開
催
す
る
ほ
か
、

成
果
や
活
動
発
表
の
場
と
し
て
４
会
場
で
市
民
文
化

成
果
や
活
動
発
表
の
場
と
し
て
４
会
場
で
市
民
文
化

祭
、い
ぶ
き
館
で
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、山

祭
、い
ぶ
き
館
で
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、山

田
公
民
館
で
サ
マ
ー

田
公
民
館
で
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
、ク
リ

コ
ン
サ
ー
ト
、ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

実
績
は
令
和
４
年

実
績
は
令
和
４
年
1212

月
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ

月
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
２
０
９
人
、

ン
サ
ー
ト
２
０
９
人
、

令
和
５
年
２
月
の
生

令
和
５
年
２
月
の
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
４
５
３
人
、同

バ
ル
４
５
３
人
、同

７
月
の
サ
マ
ー
コ
ン

７
月
の
サ
マ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
２
０
５
人
で

サ
ー
ト
２
０
５
人
で

す
。さ
ら
に
優
れ
た

す
。さ
ら
に
優
れ
た

辻
つじ

 　達
たつ

広
ひろ

議員

香
取
市
に

新
た
な
文
化
芸
術
の
興
隆
策
を

携
協
力
し
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
魅
力
を
高
め
、情
報
発

信
に
よ
り
さ
ら
な
る
誘
客
を
図
り
ま
す
。

 

平
素
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
入
場
者
が
非
常

に
少
な
い
が
、こ
の
様
に
無
料
に
す
る
か
安
く
す
れ

ば
大
勢
の
人
が
集
ま
る
。利
用
料
金
の
半
日
券
の
導

入
を
伊
藤
市
長
に
強
く
望
む
。

野
田
地
先
は
、ほ
と
ん
ど
が
都
市
計
画
法
の

用
途
地
域
で
、農
業
振
興
地
域
外
で
あ
る
。

こ
の
地
域
で
の
新
規
水
稲
農
業
後
継
者
へ
の
各
種
農

業
助
成
金
の
交
付
は
可
能
か
。

助
成
事
業
は
年
齢
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、地
域
の
制
限
は
な

く
都
市
計
画
の
用
途
地
域
内
の
農
地
を
耕
作
す
る
新

規
就
農
者
で
も
助
成
を
受
け
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

野
田
地
先
で
の
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用

し
て
の
農
地
の
賃
貸
は
可
能
か
。

令
和
２
年
に
関
係
法
令
が
改
正
さ
れ
、現
在

は
都
市
計
画
の
用
途
地
域
内
で
の
活
用
も
可

能
で
す
。

意
見
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令和5年10月30日に新園舎が
開園となった佐原グレイスこども園

オ
ー
プ
ン
１
周
年
を
迎
え
る

コ
ン
パ
ス
の
活
用
を

Q
こ
れ
ま
で
の
来
館
者
数
の
推
移
は
。

こ
れ
ま
で
の
来
館
者
数
の
推
移
は
。

A
令
和
４
年

令
和
４
年
1212
月
2525
日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
令
和

日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
令
和

５
年
５
年
1010
月
末
ま
で
の
合
計
は
約

月
末
ま
で
の
合
計
は
約
4848
万
６
０
０

万
６
０
０

０
人
で
、月
平
均
約
４
万
８
０
０
０
人
で
す
。最
多

０
人
で
、月
平
均
約
４
万
８
０
０
０
人
で
す
。最
多

は
佐
原
の
大
祭
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
た

は
佐
原
の
大
祭
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
1010
月
で
７
万

月
で
７
万

１
０
５
５
人
、最
少
は
１
月
の
３
万
９
４
４
４
人
で

１
０
５
５
人
、最
少
は
１
月
の
３
万
９
４
４
４
人
で

す
。
す
。Q

公
民
館
の
時
と
利
用
す
る
人
や
団
体
に
変
化

公
民
館
の
時
と
利
用
す
る
人
や
団
体
に
変
化

は
あ
る
の
か
。

は
あ
る
の
か
。

A
コ
ロ
ナ
禍
前
の
平
成

コ
ロ
ナ
禍
前
の
平
成
2727
年
度
か
ら
平
成

年
度
か
ら
平
成
2929
年

度
の
旧
佐
原
中
央
公
民
館
の
月
平
均
利
用
者

度
の
旧
佐
原
中
央
公
民
館
の
月
平
均
利
用
者

数
は
約
５
８
０
０
人
、団
体
数
は
約
２
９
０
団
体
で

数
は
約
５
８
０
０
人
、団
体
数
は
約
２
９
０
団
体
で

す
。コ
ン
パ
ス
貸
出
施
設
の
月
平
均
利
用
者
数
は
約

す
。コ
ン
パ
ス
貸
出
施
設
の
月
平
均
利
用
者
数
は
約

７
８
０
０
人
、団
体
数
は
約
４
４
０
団
体
で
、個
人
、

７
８
０
０
人
、団
体
数
は
約
４
４
０
団
体
で
、個
人
、

団
体
数
と
も
増
加
し
、学
生
の
学
習
利
用
や
民
間
企

団
体
数
と
も
増
加
し
、学
生
の
学
習
利
用
や
民
間
企

業
の
利
活
用
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

業
の
利
活
用
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、何
か

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、何
か

ひ
と
つ
だ
け
行
え
ば
い
い
、と
い
う
こ
と
は
な
い
。

ひ
と
つ
だ
け
行
え
ば
い
い
、と
い
う
こ
と
は
な
い
。

色
々
な
施
策
を
思
い
切
っ
て
行
い
、香
取
市
は
子
ど

色
々
な
施
策
を
思
い
切
っ
て
行
い
、香
取
市
は
子
ど

も
を
産
み
や
す
く
、育
て
や
す
く
、暮
ら
し
や
す
い

も
を
産
み
や
す
く
、育
て
や
す
く
、暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
だ
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ

ま
ち
だ
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

き
た
い
。

意
見
意
見

は
１
０
６
人
、新
規
入
所
希
望
児
童
は

は
１
０
６
人
、新
規
入
所
希
望
児
童
は
4747
人
、他
園

人
、他
園

か
ら
の
異
動
希
望
児
童
は
９
人
で
す
。

か
ら
の
異
動
希
望
児
童
は
９
人
で
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
の
た
め
の

環
境
整
備
を

Q
市
内
で
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
ス
マ
ー
ト

市
内
で
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
ス
マ
ー
ト

農
業
を
活
用
で
き
る
と
考
え
る
か
。

農
業
を
活
用
で
き
る
と
考
え
る
か
。

A
農
地
を
集
約
し
や
す
い
大
規
模
稲
作
農
家
が

農
地
を
集
約
し
や
す
い
大
規
模
稲
作
農
家
が

自
動
水
管
理
シ
ス
テ
ム
や
自
動
運
転
の
ス
マ

自
動
水
管
理
シ
ス
テ
ム
や
自
動
運
転
の
ス
マ

ー
ト
農
業
機
械
の
導
入
に
よ
り
、作
業
の
負
担
軽
減

ー
ト
農
業
機
械
の
導
入
に
よ
り
、作
業
の
負
担
軽
減

や
生
産
性
が
向
上
す
る
と
考
え
ま
す
。

や
生
産
性
が
向
上
す
る
と
考
え
ま
す
。

Q
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
補
助
や
環
境
整
備
に
つ

ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
補
助
や
環
境
整
備
に
つ

い
て
、市
の
考
え
は
。

い
て
、市
の
考
え
は
。

A
農
業
者
が
導
入
効
果
や
必
要
コ
ス
ト
に
つ
い

農
業
者
が
導
入
効
果
や
必
要
コ
ス
ト
に
つ
い

て
十
分
な
情
報
を
得
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が

て
十
分
な
情
報
を
得
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が

重
要
で
す
。経
営
に
合
っ
た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
導
入

重
要
で
す
。経
営
に
合
っ
た
ス
マ
ー
ト
農
業
を
導
入

で
き
る
よ
う
関
連
技
術
等
の
情
報
発
信
と
と
も
に
、

で
き
る
よ
う
関
連
技
術
等
の
情
報
発
信
と
と
も
に
、

農
業
普
及
員
の
指
導
の
下
、国
県
と
連
携
し
な
が
ら

農
業
普
及
員
の
指
導
の
下
、国
県
と
連
携
し
な
が
ら

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
、圃
場
整
備
な
ど
総
合
的
な
支

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
、圃
場
整
備
な
ど
総
合
的
な
支

援
も
重
要
で
す
。

援
も
重
要
で
す
。

Q
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、以
前
の

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、以
前
の

事
業
と
違
う
と
こ
ろ
は
。

事
業
と
違
う
と
こ
ろ
は
。

A
世
帯
所
得
制
限
が
３
４
０
万
円
未
満
か
ら
５

世
帯
所
得
制
限
が
３
４
０
万
円
未
満
か
ら
５

０
０
万
円
未
満
へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。補

０
０
万
円
未
満
へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。補

助
金
額
は
上
限
が
１
世
帯
当
た
り

助
金
額
は
上
限
が
１
世
帯
当
た
り
2424
万
円
か
ら
夫
婦

万
円
か
ら
夫
婦

と
も
と
も
3939
歳
以
下
の
場
合
は

歳
以
下
の
場
合
は
3030
万
円
に
、夫
婦
と
も

万
円
に
、夫
婦
と
も
2929

歳
以
下
の
場
合
は

歳
以
下
の
場
合
は
6060
万
円
へ
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

万
円
へ
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

Q
不
妊
治
療
費
の
保
険
適
用
拡
大
後
、市
独
自

不
妊
治
療
費
の
保
険
適
用
拡
大
後
、市
独
自

の
助
成
制
度
の
状
況
は
。

の
助
成
制
度
の
状
況
は
。

A
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
保
険
診

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
保
険
診

療
適
用
外
の
検
査
お
よ
び
治
療
費
の
自
己
負

療
適
用
外
の
検
査
お
よ
び
治
療
費
の
自
己
負

担
の
７
割
相
当
額
分
、年
間

担
の
７
割
相
当
額
分
、年
間
3030
万
円
を
限
度
額
に
２

万
円
を
限
度
額
に
２

年
間
助
成
し
て
い
ま
す
。

年
間
助
成
し
て
い
ま
す
。

Q
佐
原
グ
レ
イ
ス

佐
原
グ
レ
イ
ス

こ
ど
も
園
の
来

こ
ど
も
園
の
来

年
度
園
児
募
集
の
応
募

年
度
園
児
募
集
の
応
募

状
況
は
。

状
況
は
。

A
令
和
５
年

令
和
５
年
1111
月

3030
日
時
点
で
、

日
時
点
で
、

在
園
児
童
で
令
和
６
年

在
園
児
童
で
令
和
６
年

度
継
続
入
所
希
望
児
童

度
継
続
入
所
希
望
児
童

加
か

藤
とう

 裕
ゆう

太
た

議員

子
ど
も
を
産
み
や
す
く
、

育
て
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
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12月定例会　13人の議員が一般質問

Q
さ
つ
ま
い
も
生
産
・
流
通
体
制
の
強
化
に
必

さ
つ
ま
い
も
生
産
・
流
通
体
制
の
強
化
に
必

要
な
支
援
を

要
な
支
援
を

A
令
和
５
年
度
か
ら
県
は
生
産
拡
大
緊
急
プ
ロ

令
和
５
年
度
か
ら
県
は
生
産
拡
大
緊
急
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
開
始
し
、生
産
流
通
体
制

ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
開
始
し
、生
産
流
通
体
制

強
化
に
必
要
な
貯
蔵
庫
の
整
備
等
を
支
援
し
て
お
り
、

強
化
に
必
要
な
貯
蔵
庫
の
整
備
等
を
支
援
し
て
お
り
、

市
独
自
に
事
業
費
の

市
独
自
に
事
業
費
の
1010
％
上
乗
せ
補
助
も
実
施
し
て

％
上
乗
せ
補
助
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

Q
さ
つ
ま
い
も
生
産
農
家
の
現
状
と
課
題
は
。

さ
つ
ま
い
も
生
産
農
家
の
現
状
と
課
題
は
。

A
現
在
、生
産
者
の
貯
蔵
庫
不
足
か
ら
安
定
し

現
在
、生
産
者
の
貯
蔵
庫
不
足
か
ら
安
定
し

た
市
場
へ
の
供
給
低
迷
や
品
質
低
下
に
よ
る

た
市
場
へ
の
供
給
低
迷
や
品
質
低
下
に
よ
る

産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
低
下
が
課
題
で
す
。

産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
低
下
が
課
題
で
す
。

遊
休
農
地
解
消
緊
急
対
策
事
業
と
は

Q
本
年
度
の
耕
作
放
棄
地
調
査
結
果
と
今
後
の

本
年
度
の
耕
作
放
棄
地
調
査
結
果
と
今
後
の

耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

A
直
近
の
耕
作
放
棄
地
調
査
結
果
で
す
が
、水

直
近
の
耕
作
放
棄
地
調
査
結
果
で
す
が
、水

田
が
３
６
２・
８

田
が
３
６
２・
８
haha
、畑
が
１
９
１
・
６

、畑
が
１
９
１
・
６
haha
、

全
体
で
は
５
５
５
・
４

全
体
で
は
５
５
５
・
４
haha
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ

れ
は
、前
年
対
比
１
・
０

れ
は
、前
年
対
比
１
・
０
haha
の
増
加
に
な
り
ま
す
。耕

の
増
加
に
な
り
ま
す
。耕

作
放
棄
地
解
消
に
向
け
て
の
取
り
組
み
で
す
が
、苦

作
放
棄
地
解
消
に
向
け
て
の
取
り
組
み
で
す
が
、苦

情
が
あ
っ
た
場
合
、地
区
担
当
の
農
業
委
員
、農
地

情
が
あ
っ
た
場
合
、地
区
担
当
の
農
業
委
員
、農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
、農

利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
、農

地
所
有
対
象
者
に
対
し
草
刈
り
を
行
い
適
正
に
管
理

地
所
有
対
象
者
に
対
し
草
刈
り
を
行
い
適
正
に
管
理

す
る
よ
う
文
書
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

す
る
よ
う
文
書
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

計
画
案
の
説
明
会
、意
見
聴
取
、公
告
縦
覧
の
順
に

計
画
案
の
説
明
会
、意
見
聴
取
、公
告
縦
覧
の
順
に

計
画
策
定
が
公
表
さ
れ
ま
す
。

計
画
策
定
が
公
表
さ
れ
ま
す
。

Q
地
域
計
画
の
策
定
と
そ
の
実
行
事
例
は
。

地
域
計
画
の
策
定
と
そ
の
実
行
事
例
は
。

A
７
地
域
で
協
議
し
て
お
り
、多
く
は
人
・
農

７
地
域
で
協
議
し
て
お
り
、多
く
は
人
・
農

地
プ
ラ
ン
が
策
定
済
の
地
域
で
す
。な
お
、

地
プ
ラ
ン
が
策
定
済
の
地
域
で
す
。な
お
、

小
見
川
新
田
地
域
の
一
ノ
分
目
新
田
地
区
は
県
の
モ

小
見
川
新
田
地
域
の
一
ノ
分
目
新
田
地
区
は
県
の
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
、い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

デ
ル
地
区
と
し
て
、い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
つ
ま
い
も
生
産
拡
大
緊
急
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
は

Q
香
取
市
さ
つ
ま
い
も
産
地
強
化
推
進
協
議
会
、

香
取
市
さ
つ
ま
い
も
産
地
強
化
推
進
協
議
会
、

会
長
で
あ
る
、伊
藤
市
長
の
政
策
方
針
は
。

会
長
で
あ
る
、伊
藤
市
長
の
政
策
方
針
は
。

A
市
は
、全
国
有
数
の
産
地
で
あ
り
、全
国
ト

市
は
、全
国
有
数
の
産
地
で
あ
り
、全
国
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
品
質
と
味
を
誇
り
、海
外
輸

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
品
質
と
味
を
誇
り
、海
外
輸

出
を
含
め
市
場
で
高
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。香
取

出
を
含
め
市
場
で
高
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。香
取

市
さ
つ
ま
い
も
産
地
強
化
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、

市
さ
つ
ま
い
も
産
地
強
化
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、

大
規
模
農
家
の
育
成
と
国
内
外
の
需
要
に
対
応
で
き

大
規
模
農
家
の
育
成
と
国
内
外
の
需
要
に
対
応
で
き

る
供
給
体
制
の
構
築
な
ど
県
と
連
携
し
な
が
ら
産
地

る
供
給
体
制
の
構
築
な
ど
県
と
連
携
し
な
が
ら
産
地

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

香
取
市
の
農
業
政
策
は

Q
本
年
４
月
１
日
か
ら
、人
・
農
地
プ
ラ
ン
が

本
年
４
月
１
日
か
ら
、人
・
農
地
プ
ラ
ン
が

地
域
計
画
に
な
ぜ
見
直
さ
れ
た
の
か
。

地
域
計
画
に
な
ぜ
見
直
さ
れ
た
の
か
。

A
国
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
を
法
定
化
し
、

国
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
を
法
定
化
し
、

地
域
計
画
と
名
称
を
変
え
令
和
５
年
４
月
か

地
域
計
画
と
名
称
を
変
え
令
和
５
年
４
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
市
町
村
も
令

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
市
町
村
も
令

和
６
年
度
末
ま
で
の
２
年
間
で
地
域
計
画
を
策
定
し

和
６
年
度
末
ま
で
の
２
年
間
で
地
域
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

ま
す
。

Q
市
の
農
業
の
現
状
は
。

市
の
農
業
の
現
状
は
。

A
平
成
平
成
1717
年
の
４
９
１
０
経
営
体
に
対
し
令
和

年
の
４
９
１
０
経
営
体
に
対
し
令
和

２
年
は
２
６
５
０
経
営
体
数
で
、約

２
年
は
２
６
５
０
経
営
体
数
で
、約
4646
％
の
％
の

減
少
で
す
。

減
少
で
す
。

Q
地
域
計
画
の
策
定
ま
で
の
流
れ
は
。

地
域
計
画
の
策
定
ま
で
の
流
れ
は
。

A
市
を
地
域
割
し
た

市
を
地
域
割
し
た
2525
地
域
で
協
議
を
行
い
、

地
域
で
協
議
を
行
い
、

1010
年
先
の
耕
作
者
を
定
め
る
農
地
一
筆
ご
と

年
先
の
耕
作
者
を
定
め
る
農
地
一
筆
ご
と

の
利
用
を
示
し
た
目
標
地
図
を
作
成
し
、そ
の
後
、

の
利
用
を
示
し
た
目
標
地
図
を
作
成
し
、そ
の
後
、

内
うち

山
やま

 勝
かつ

己
み

議員

地
域
計
画
策
定
に
向
け
て
、

将
来
の
香
取
市
、農
業
の
行
方
は

こ
れ
ま
で
の
来
館
者
数
の
推
移
は
。

令
和
４
年
12
月
25
日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
令
和

５
年
10
月
末
ま
で
の
合
計
は
約
48
万
６
０
０

０
人
で
、月
平
均
約
４
万
８
０
０
０
人
で
す
。最
多

は
佐
原
の
大
祭
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
10
月
で
７
万

１
０
５
５
人
、最
少
は
１
月
の
３
万
９
４
４
４
人
で

す
。

公
民
館
の
時
と
利
用
す
る
人
や
団
体
に
変
化

は
あ
る
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年

度
の
旧
佐
原
中
央
公
民
館
の
月
平
均
利
用
者

数
は
約
５
８
０
０
人
、団
体
数
は
約
２
９
０
団
体
で

す
。コ
ン
パ
ス
貸
出
施
設
の
月
平
均
利
用
者
数
は
約

７
８
０
０
人
、団
体
数
は
約
４
４
０
団
体
で
、個
人
、

団
体
数
と
も
増
加
し
、学
生
の
学
習
利
用
や
民
間
企

業
の
利
活
用
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、何
か

ひ
と
つ
だ
け
行
え
ば
い
い
、と
い
う
こ
と
は
な
い
。

色
々
な
施
策
を
思
い
切
っ
て
行
い
、香
取
市
は
子
ど

も
を
産
み
や
す
く
、育
て
や
す
く
、暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
だ
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

意
見
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香取市パークゴルフ親子ペア（令和5年9月16日開催）

Q
橘
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
こ
の

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
こ
の

１
年
間
の
利
用
実
績
は
、目
標
値
と
比
べ
ど

１
年
間
の
利
用
実
績
は
、目
標
値
と
比
べ
ど

う
で
あ
っ
た
か
。

う
で
あ
っ
た
か
。

A
令
和
４
年

令
和
４
年
1010
月
か
ら
令
和
５
年
９
月
ま
で
の

月
か
ら
令
和
５
年
９
月
ま
で
の

１
年
間
の
利
用
者
総
数
は
１
万
５
１
７
人
で

１
年
間
の
利
用
者
総
数
は
１
万
５
１
７
人
で

す
。内
訳
は
市
内
利

す
。内
訳
は
市
内
利

用
者
が
７
０
６
５
人

用
者
が
７
０
６
５
人

で
全
体
の

で
全
体
の
6767・
２
％
、

・
２
％
、

市
外
利
用
者
が
３
４

市
外
利
用
者
が
３
４

５
２
人
で
全
体
の

５
２
人
で
全
体
の

3232・
８
％
で
す
。な
お
、

・
８
％
で
す
。な
お
、

指
定
管
理
者
に
よ
る

指
定
管
理
者
に
よ
る

年
間
集
客
目
標
約
２

年
間
集
客
目
標
約
２

万
人
と
の
比
較
で
は
、

万
人
と
の
比
較
で
は
、

目
標
の
約

目
標
の
約
5252・
６
％

・
６
％

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

Q
お
み
が
わ
こ
ど
も
園
の
施
設
建
設
費
お
よ
び

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
の
施
設
建
設
費
お
よ
び

一
部
当
該
土
地
取
得
費
を
含
め
た
総
事
業
費

一
部
当
該
土
地
取
得
費
を
含
め
た
総
事
業
費

は
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
。

は
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
。

A
施
設
建
設
工
事
費
は
約

施
設
建
設
工
事
費
は
約
1212
億
３
１
０
０
万
円
、

億
３
１
０
０
万
円
、

用
地
取
得
費
は
約
５
０
０
０
万
円
で
、合
計

用
地
取
得
費
は
約
５
０
０
０
万
円
で
、合
計

で
約
で
約
1212
億
８
１
０
０
万
円
で
す
。

億
８
１
０
０
万
円
で
す
。

Q
令
和
３
年
度
末
時
点（
譲
渡
時
）の
お
み
が
わ

令
和
３
年
度
末
時
点（
譲
渡
時
）の
お
み
が
わ

こ
ど
も
園
の
建
物
の
残
存
価
格
は
９
億
４
８

こ
ど
も
園
の
建
物
の
残
存
価
格
は
９
億
４
８

０
０
万
円
だ
が
、未
償
還
残
高
は
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
。

０
０
万
円
だ
が
、未
償
還
残
高
は
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
。

A
建
設
の
起
債
残
高
は
、施
設
譲
渡
時
の
令
和

建
設
の
起
債
残
高
は
、施
設
譲
渡
時
の
令
和

４
年
３
月

４
年
３
月
3131
日
時
点
で
約

日
時
点
で
約
1010
億
７
０
０
０
万

億
７
０
０
０
万

円
で
す
。

円
で
す
。

A
中
長
期
財
政
推
計
で
は
、公
債
費
の
償
還
ピ

中
長
期
財
政
推
計
で
は
、公
債
費
の
償
還
ピ

ー
ク
は
令
和
９
年
度
、

ー
ク
は
令
和
９
年
度
、5050
億
円
程
度
と
見
込

億
円
程
度
と
見
込

ん
で
お
り
、今
後
に
備
え
減
債
基
金
へ
積
立
し
て
い

ん
で
お
り
、今
後
に
備
え
減
債
基
金
へ
積
立
し
て
い

ま
す
。ま
た
、財
政
状
況
に
よ
り
減
債
基
金
を
取
り

ま
す
。ま
た
、財
政
状
況
に
よ
り
減
債
基
金
を
取
り

崩
し
公
債
費
に
充
て
る
こ
と
も
考
慮
し
て
財
政
運
営

崩
し
公
債
費
に
充
て
る
こ
と
も
考
慮
し
て
財
政
運
営

し
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
き
ま
す
。

帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

対
す
る
市
の
助
成
制
度
の
導
入
を
要
望

Q
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、ま
た
他
市
の
助
成
内
容
は
、ど
う
な
っ

か
、ま
た
他
市
の
助
成
内
容
は
、ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

て
い
る
か
。

A
接
種
に
よ
り
免
疫
強
化
を
図
る
こ
と
が
発
症

接
種
に
よ
り
免
疫
強
化
を
図
る
こ
と
が
発
症

予
防
や
重
症
化
予
防
に
有
効
と
期
待
さ
れ
ま

予
防
や
重
症
化
予
防
に
有
効
と
期
待
さ
れ
ま

す
。県
内
で
は
９
市
町
村
が
助
成
し
て
い
ま
す
。全

す
。県
内
で
は
９
市
町
村
が
助
成
し
て
い
ま
す
。全

て
の
市
町
村
が

て
の
市
町
村
が
5050
歳
以
上
を
対
象
と
し
、２
回
接
種

歳
以
上
を
対
象
と
し
、２
回
接
種

の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
と
１
回
接
種
の
生
ワ
ク
チ
ン
の

の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
と
１
回
接
種
の
生
ワ
ク
チ
ン
の

２
種
類
の
う
ち
、７
市
町
村
は
両
方
が
対
象
で
、２

２
種
類
の
う
ち
、７
市
町
村
は
両
方
が
対
象
で
、２

市
町
村
は
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
み
が
対
象
で
す
。

市
町
村
は
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
み
が
対
象
で
す
。

給
食
費
完
全
無
償
化
の
財
源
は

十
分
確
保
さ
れ
て
い
る

Q
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
7070
億
円
近
く
、公

億
円
近
く
、公

共
施
設
整
備
基
金
は

共
施
設
整
備
基
金
は
1414
億
円
、減
債
基
金
は

億
円
、減
債
基
金
は

2525
億
円
で
、市
が
自
由
に
使
え
る
基
金
は
１
０
７
億

億
円
で
、市
が
自
由
に
使
え
る
基
金
は
１
０
７
億

円
程
度
か
。

円
程
度
か
。

A
令
和
５
年
９
月
策
定
の
中
長
期
財
政
推
計
の

令
和
５
年
９
月
策
定
の
中
長
期
財
政
推
計
の

令
和
５
年
度
末
数
値
は
、そ
の
と
お
り
で
す
。

令
和
５
年
度
末
数
値
は
、そ
の
と
お
り
で
す
。

Q
５
年
前
の
財
政
推
計
に
お
い
て
、現
在
の
財

５
年
前
の
財
政
推
計
に
お
い
て
、現
在
の
財

調
基
金
残
高
の
見
込
額
と
今
年
度
の
実
際
の

調
基
金
残
高
の
見
込
額
と
今
年
度
の
実
際
の

残
高
と
の
誤
差
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

残
高
と
の
誤
差
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

A
平
成
平
成
3030
年
度
に
策
定
し
た
中
長
期
財
政
推
計

年
度
に
策
定
し
た
中
長
期
財
政
推
計

で
は
、令
和
４
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残

で
は
、令
和
４
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残

高
を
約

高
を
約
5454
億
円
と
推
計
し
て
い
ま
し
た
。実
際
の
残

億
円
と
推
計
し
て
い
ま
し
た
。実
際
の
残

高
は
約

高
は
約
6969
億
円
で
、５
年
前
に
策
定
し
た
も
の
と
の

億
円
で
、５
年
前
に
策
定
し
た
も
の
と
の

差
は
、約

差
は
、約
1515
億
円
で
す
。

億
円
で
す
。

Q
減
債
基
金
は
、累
計

減
債
基
金
は
、累
計
2525
億
円
の
積
立
と
思
わ

億
円
の
積
立
と
思
わ

れ
る
が
、中
長
期
財
政
推
計
か
ら
判
断
し
ピ

れ
る
が
、中
長
期
財
政
推
計
か
ら
判
断
し
ピ

ー
ク
に
備
え
て
い
る
の
か
。

ー
ク
に
備
え
て
い
る
の
か
。

根
ね

本
もと

 義
よし

郎
ろう

議員

次
年
度
こ
そ
全
て
の
子
ど
も
に

学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
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東京八重洲まで乗り入れしている高速バス（佐原駅北口）

12月定例会　13人の議員が一般質問

A
研
究
し
ま
す
。

研
究
し
ま
す
。

 

県
内
の
一
部
路
線
で
は
、回
数
券
を
廃
止
す

県
内
の
一
部
路
線
で
は
、回
数
券
を
廃
止
す

る
動
き
が
出
て
い
ま
す
。再
度
、定
期
券
の
検
討
を

る
動
き
が
出
て
い
ま
す
。再
度
、定
期
券
の
検
討
を

す
べ
き
で
す
。

す
べ
き
で
す
。

意
見
意
見

高
速
バ
ス
に
定
期
券

ま
た
は
回
数
券
の
助
成
金
を

Q
若
い
人
た
ち
が
香
取
市
に
定
住
し
な
が
ら
、

若
い
人
た
ち
が
香
取
市
に
定
住
し
な
が
ら
、

高
速
バ
ス
で
東
京
ま
で
通
勤
で
き
る
よ
う
交

高
速
バ
ス
で
東
京
ま
で
通
勤
で
き
る
よ
う
交

通
費
負
担
の
軽
減
に
定
期
券
ま
た
は
回
数
券
の
助
成

通
費
負
担
の
軽
減
に
定
期
券
ま
た
は
回
数
券
の
助
成

を
。
を
。A

定
住
化
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、市
に
住
み

定
住
化
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、市
に
住
み

な
が
ら
都
内
へ
通
勤
、通
学
が
可
能
と
な
る

な
が
ら
都
内
へ
通
勤
、通
学
が
可
能
と
な
る

よ
う
都
市
間
交
通
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
は
重

よ
う
都
市
間
交
通
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、定
期
券
の
導
入
に

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、定
期
券
の
導
入
に

は
、バ
ス
事
業
者
の
収
益
へ
の
影
響
や
定
期
券
の
発

は
、バ
ス
事
業
者
の
収
益
へ
の
影
響
や
定
期
券
の
発

行
、販
売
方
法
な
ど
の
課
題
が
想
定
さ
れ
ま
す
。他

行
、販
売
方
法
な
ど
の
課
題
が
想
定
さ
れ
ま
す
。他

の
自
治
体
で
実
施
し
て
い
る
回
数
券
の
購
入
補
助
な

の
自
治
体
で
実
施
し
て
い
る
回
数
券
の
購
入
補
助
な

ど
、市
民
へ
の
助
成
も
含
め
、現
状
に
即
し
た
利
便

ど
、市
民
へ
の
助
成
も
含
め
、現
状
に
即
し
た
利
便

性
向
上
施
策
を
研
究
し
ま
す
。

性
向
上
施
策
を
研
究
し
ま
す
。

Q
定
期
券
は
、東
京
に
月

定
期
券
は
、東
京
に
月
2020
日
間
勤
務
す
る
と

日
間
勤
務
す
る
と

６
か
月
定
期
を
買
え
ば
月
２
万
円
。月

６
か
月
定
期
を
買
え
ば
月
２
万
円
。月
2525
日

勤
務
で
月
４
万
円
軽
減
さ
れ
る
。定
期
券
で
は
な
く

勤
務
で
月
４
万
円
軽
減
さ
れ
る
。定
期
券
で
は
な
く

回
数
券
の
助
成
を
す
る
場
合
は
、定
期
券
と
同
じ
く

回
数
券
の
助
成
を
す
る
場
合
は
、定
期
券
と
同
じ
く

ら
い
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
に
、ぜ
ひ
検
討
を
。

ら
い
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
に
、ぜ
ひ
検
討
を
。

Q
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
金
の
香
取
市
お
よ

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
金
の
香
取
市
お
よ

び
近
隣
市
町
の
状
況
は
。

び
近
隣
市
町
の
状
況
は
。

A
近
隣
で
は
、神
崎
町
、東
庄
町
、多
古
町
の
３

近
隣
で
は
、神
崎
町
、東
庄
町
、多
古
町
の
３

町
で
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。助
成
額
等

町
で
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。助
成
額
等

は
、不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
額
が
、神
崎
町
、東
庄

は
、不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
額
が
、神
崎
町
、東
庄

町
、多
古
町
で
１
回
当
た
り
１
万
円
を
上
限
に
２
回

町
、多
古
町
で
１
回
当
た
り
１
万
円
を
上
限
に
２
回

ま
で
、生
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
額
が
神
崎
町
を
除
き
、

ま
で
、生
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
額
が
神
崎
町
を
除
き
、

東
庄
町
、多
古
町
で
４
０
０
０
円
が
上
限
で
す
。

東
庄
町
、多
古
町
で
４
０
０
０
円
が
上
限
で
す
。

Q
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
違
い
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
を
使
う
と
２
回
接

と
違
い
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
を
使
う
と
２
回
接

種
で
種
で
1010
年
間
効
果
が
あ
り
、

年
間
効
果
が
あ
り
、1010
年
に
一
度
予
防
接
種

年
に
一
度
予
防
接
種

を
す
れ
ば
よ
い
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
と
異

を
す
れ
ば
よ
い
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
と
異

な
り
財
政
的
負
担
は
少
な
い
。神
崎
町
、東
庄
町
、多

な
り
財
政
的
負
担
は
少
な
い
。神
崎
町
、東
庄
町
、多

古
町
が
一
度
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
２
回
で
、２
万
円
補

古
町
が
一
度
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
２
回
で
、２
万
円
補

助
し
て
い
る
。近
隣
並
み
に
、ぜ
ひ
市
長
の
判
断
で

助
し
て
い
る
。近
隣
並
み
に
、ぜ
ひ
市
長
の
判
断
で

実
行
を
。

実
行
を
。

A
帯
状
疱
疹
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
重
要
性
を

帯
状
疱
疹
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
重
要
性
を

認
識
し
て
い
ま
す
。啓
蒙
活
動
を
含
め
ワ
ク

認
識
し
て
い
ま
す
。啓
蒙
活
動
を
含
め
ワ
ク

チ
ン
の
重
要
性
を
行
政
側
も
認
識
し
な
が
ら
、今
後
、

チ
ン
の
重
要
性
を
行
政
側
も
認
識
し
な
が
ら
、今
後
、

予
算
確
保
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

予
算
確
保
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

久
く

保
ぼ

木
き

 宗
そう

一
いち

議員

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に

助
成
金
を

橘
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
こ
の

１
年
間
の
利
用
実
績
は
、目
標
値
と
比
べ
ど

う
で
あ
っ
た
か
。

令
和
４
年
10
月
か
ら
令
和
５
年
９
月
ま
で
の

１
年
間
の
利
用
者
総
数
は
１
万
５
１
７
人
で

す
。内
訳
は
市
内
利

用
者
が
７
０
６
５
人

で
全
体
の
67・
２
％
、

市
外
利
用
者
が
３
４

５
２
人
で
全
体
の

32・
８
％
で
す
。な
お
、

指
定
管
理
者
に
よ
る

年
間
集
客
目
標
約
２

万
人
と
の
比
較
で
は
、

目
標
の
約
52・
６
％

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

お
み
が
わ
こ
ど
も
園
の
施
設
建
設
費
お
よ
び

一
部
当
該
土
地
取
得
費
を
含
め
た
総
事
業
費

は
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
。

施
設
建
設
工
事
費
は
約
12
億
３
１
０
０
万
円
、

用
地
取
得
費
は
約
５
０
０
０
万
円
で
、合
計

で
約
12
億
８
１
０
０
万
円
で
す
。

令
和
３
年
度
末
時
点（
譲
渡
時
）の
お
み
が
わ

こ
ど
も
園
の
建
物
の
残
存
価
格
は
９
億
４
８

０
０
万
円
だ
が
、未
償
還
残
高
は
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
。

建
設
の
起
債
残
高
は
、施
設
譲
渡
時
の
令
和

４
年
３
月
31
日
時
点
で
約
10
億
７
０
０
０
万

円
で
す
。
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子どもたちのためによりよい部活動の地域移行を

く
、よ
り
分
か
り
や
す
い
授
業
を
実
践
し
、充
実
し

く
、よ
り
分
か
り
や
す
い
授
業
を
実
践
し
、充
実
し

た
外
国
語
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

た
外
国
語
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

Q
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
英
語
科
の
結
果

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
英
語
科
の
結
果

の
推
移
は
。

の
推
移
は
。

A
全
国
と
比
べ
て
平
成

全
国
と
比
べ
て
平
成
3131
年
度
が
マ
イ
ナ
ス
２

年
度
が
マ
イ
ナ
ス
２

ポ
イ
ン
ト
、令
和
５
年
度
が
マ
イ
ナ
ス
４
・

ポ
イ
ン
ト
、令
和
５
年
度
が
マ
イ
ナ
ス
４
・

６
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、そ
の
差
は
開
き
ま
し
た
。な

６
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、そ
の
差
は
開
き
ま
し
た
。な

お
、現
在
、香
取
市
学
力
向
上
推
進
委
員
会
を
発
足

お
、現
在
、香
取
市
学
力
向
上
推
進
委
員
会
を
発
足

さ
せ
て
、読
解
力
を
中
心
に
教
科
指
導
の
底
上
げ
を

さ
せ
て
、読
解
力
を
中
心
に
教
科
指
導
の
底
上
げ
を

計
画
し
て
お
り
、学
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

計
画
し
て
お
り
、学
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 

部
活
動
地
域
移
行
は
、全
て
の
部
活
動
が
移

部
活
動
地
域
移
行
は
、全
て
の
部
活
動
が
移

行
あ
り
き
で
は
な
く
色
々
な
方
向
か
ら
考
え
子
供
達

行
あ
り
き
で
は
な
く
色
々
な
方
向
か
ら
考
え
子
供
達

が
や
り
た
い
事
が
で
き
る
そ
ん
な
部
活
に
な
る
こ
と

が
や
り
た
い
事
が
で
き
る
そ
ん
な
部
活
に
な
る
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。

が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。

　

英
語
は
全
て
の
子
が
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い

　

英
語
は
全
て
の
子
が
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い

ま
す
。ま
ず
市
が
目
標
を
決
め
具
体
的
な
計
画
を
た

ま
す
。ま
ず
市
が
目
標
を
決
め
具
体
的
な
計
画
を
た

て
一
年
毎
に
検
証
す
る
。や
る
気
を
持
ち
進
め
て
い

て
一
年
毎
に
検
証
す
る
。や
る
気
を
持
ち
進
め
て
い

け
ば
結
果
は
つ
い
て
く
る
と
考
え
ま
す
。こ
の
よ
う

け
ば
結
果
は
つ
い
て
く
る
と
考
え
ま
す
。こ
の
よ
う

な
事
が
実
現
す
れ
ば
移
住
に
つ
な
が
る
手
立
て
の
一

な
事
が
実
現
す
れ
ば
移
住
に
つ
な
が
る
手
立
て
の
一

つ
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

つ
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

意
見
意
見

プ
レ
ー
の
練
習
の
機
会
が
増
え
る
な
ど
技
術
の
向
上

プ
レ
ー
の
練
習
の
機
会
が
増
え
る
な
ど
技
術
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、受
け
皿
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、受
け
皿
と

な
る
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
は
競
技
に
精
通
さ
れ
た
人
と

な
る
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
は
競
技
に
精
通
さ
れ
た
人
と

な
り
、
他
校

な
り
、
他
校

の
選
手
と
の

の
選
手
と
の

交
流
も
含
め

交
流
も
含
め

競
技
力
向
上

競
技
力
向
上

に
も
つ
な
が

に
も
つ
な
が

る
も
の
と
思

る
も
の
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。

小
中
学
校
の
英
語
教
育
の
充
実
を

Q
香
取
市
独
自
の
特
色
あ
る
英
語
指
導
は
さ
れ

香
取
市
独
自
の
特
色
あ
る
英
語
指
導
は
さ
れ

て
い
る
か
。

て
い
る
か
。

A
教
員
研
修
の
充
実
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の
資
質
向
上
、

教
員
研
修
の
充
実
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の
資
質
向
上
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
主
な
柱
と
し
、よ
り
楽
し

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
主
な
柱
と
し
、よ
り
楽
し

Q
地
域
移
行
し
た
場
合
、活
動
場
所
や
費
用
負

地
域
移
行
し
た
場
合
、活
動
場
所
や
費
用
負

担
は
ど
う
な
る
の
か
。市
か
ら
の
支
援
・
助

担
は
ど
う
な
る
の
か
。市
か
ら
の
支
援
・
助

成
は
あ
る
の
か
。

成
は
あ
る
の
か
。

A
受
け
皿
と
な
る
地
域
ク
ラ
ブ
が
指
定
す
る
場

受
け
皿
と
な
る
地
域
ク
ラ
ブ
が
指
定
す
る
場

所
で
の
活
動
と
な
る
た
め
、保
護
者
の
送
迎

所
で
の
活
動
と
な
る
た
め
、保
護
者
の
送
迎

や
ク
ラ
ブ
に
参
加
す
る
た
め
の
会
費
な
ど
新
た
な
負

や
ク
ラ
ブ
に
参
加
す
る
た
め
の
会
費
な
ど
新
た
な
負

担
が
発
生
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。ク
ラ
ブ
指

担
が
発
生
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。ク
ラ
ブ
指

導
者
の
報
酬
な
ど
運
営
に
か
か
る
費
用
は
、原
則
保

導
者
の
報
酬
な
ど
運
営
に
か
か
る
費
用
は
、原
則
保

護
者
負
担
と
な
る
方
針
で
す
が
、保
護
者
負
担
の
軽

護
者
負
担
と
な
る
方
針
で
す
が
、保
護
者
負
担
の
軽

減
が
図
ら
れ
る
よ
う
先
進
地
の
状
況
な
ど
を
把
握
し

減
が
図
ら
れ
る
よ
う
先
進
地
の
状
況
な
ど
を
把
握
し

な
が
ら
、市
の
支
援
の
在
り
方
を
含
め
研
究
し
ま
す
。

な
が
ら
、市
の
支
援
の
在
り
方
を
含
め
研
究
し
ま
す
。

Q
様
々
な
理
由
で
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
で

様
々
な
理
由
で
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
で

き
な
い
生
徒
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

き
な
い
生
徒
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

A
今
後
、部
活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
る
中
で
、

今
後
、部
活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
る
中
で
、

課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
な
が
ら
主
役
で
あ

課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
な
が
ら
主
役
で
あ

る
中
学
生
が
希
望
す
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
で

る
中
学
生
が
希
望
す
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
工
夫
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

き
る
よ
う
工
夫
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

Q
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
と
な
っ
た
場
合
の
メ
リ
ッ

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
と
な
っ
た
場
合
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

ト
は
。

A
合
同
で
大
会
に
参
加
し
て
い
る
選
手
同
士
が

合
同
で
大
会
に
参
加
し
て
い
る
選
手
同
士
が

同
じ
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
参
加
す
れ
ば
、連
携

同
じ
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
参
加
す
れ
ば
、連
携

成
なる

毛
け

 伸
のぶ

吉
よし

議員

部
活
動
の
地
域
移
行
を
し
た

場
合
、保
護
者
負
担
の
軽
減
を
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特定商取引法の平成28年改正の際、5年後見直しが定められ、令和4年に5年の経過を迎えた。高齢者や若者が悪質商法の
ターゲットにされないよう、これに対処するために、国に対し特定商取引法の改正を強く要望する。

　9月30日から10月1日まで、第32回全国市
町村交流レガッタが、長野県下諏訪町の諏訪湖畔
にある下諏訪ローイングパークで開催されまし
た。議員の部へ参加した市議会のクルーは、市民
レガッタのTシャツを身にまとい、果敢に挑戦し
ましたが、惜しくも予選突破とはなりませんでし
た。その後は、ともに出場した市民クルーの応援に
精一杯声をからした結果、男子160歳未満の部の
「KATORI F.D.」が見事に第3位、女子160歳以上
の部の「FRESH COOL 美z」が第5位の成績を収
めました。参加クルーは雄大な諏訪湖畔で、全国か
ら集まった皆さんと水上スポーツによる交流を深
めました。

　採択しました　

陳情第3号
「特定商取引法平成28年改正における5年後見直しに基づく同法の抜本的改正」を求める陳情

多くのボランティアに支えられた全国市町村交流レガッタ

全国市町村
 レガッタ

　特定商取引法の平成28年改正の際、いわゆる5年後
見直しが定められ、令和4年12月に同改正法の施行か
ら5年の経過を迎えました。令和4年版消費者白書によ
ると、消費生活相談は85.2万件でここ15年ほど高止
まりが続いており、特商法の対象分野の相談は全体の
54.7％にのぼります。超高齢社会が進む中、高齢者が悪
質商法のターゲットにされないよう早急な対応が必要で
す。また、令和4年4月の成年年齢の引き下げにより、18
歳から19歳を狙ったマルチ被害の増加が予想されます。
これらの被害に対処するために、国に対し、特定商取引
法の改正を行うよう要望しました。

消費者に関する陳情を採択し、意見書を国へ提出
特定商取引法平成28年改正における5年後見直しに基づく同法の抜本的改正を求める意見書

￥
￥

￥￥

交流

陳情審査報告
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　令和5年10月11日から12日まで、秋田県横手市「農業
創生大学校事業」と「横手市増田重伝建地区」等の行政視察
を行いました。
　「農業創生大学校事業」は、横手市が収益性の高い野菜や、
果樹作物を推進し、農業者の所得向上と担い手の育成・確
保のため設置しました。様々な圃場や付随する設備があり、
魅力ある施設でした。また、栽培実証を積極的に行い新た
な収益作物の開発に取組んでいました。
　「横手市増田重伝建地区」は、江戸時代から発展した内蔵
と呼ばれる独特な土蔵が観光資源として活用されていま
した。内蔵は主屋の背面に建てられ土蔵そのものを上屋で
覆っており、この独特の建築様式や豪華さには人の目を引
く魅力がありました。

　10月10日から11日まで京都府京丹後市、兵庫県養父
（やぶ）市の行政視察を行いました。両市とも交通空白地の
住民の移動をサポートするライドシェアの先進事例となっ
ており、喫緊の課題である公共交通の利便性向上やドライ
バー不足への対応策などの説明を受けました。京丹後市で
は、NPO法人が運行主体となり、交通空白地有償運送と
して地元ドライバーがマイカーを使い乗客を運ぶ事業や
Uberを利用した配車などを学びました。また、養父市では、
タクシーやバス会社や観光関連団体、地域自治組織などで
組織されるNPO法人が運行主体となっている自家用有償
観光旅客等運送事業や国家戦略特区を活用した交通政策な
どを学び、両市の事例は今後の政策にとても参考になりま
した。

　令和5年10月31日から11月1日まで、香取市の友好
都市である福島県喜多方市と会津若松市を訪問し、議会改
革の取り組みについて行政視察を行いました。
　「喜多方市議会」では、議会基本条例の制定までのプロセ
スや、タブレット端末導入後の議会運営の変化や経費削減
を含めたメリット等について説明を受けました。
　「会津若松市議会」では、通年議会導入の現状のほか、市内
各地に議員が出向いて実施している議会報告会と、市政・議
会運営に関する市民との意見交換会開催による、市民の反
応や意見等を市政へ反映する取り組みの説明を受けました。
　開かれた議会、議員活動の活性化を目指して議会改革に
取り組む当議会にとって、大変有意義な研修を行うことが
できました。

活動レポート

京丹後市の皆さんで運営するライドシェア

議会改革の取り組みについて説明を受ける委員（喜多方市）

農業創生大学校事業等について説明を受ける委員（横手市）

総務政策常任委員会　行政視察

生活経済建設常任委員会　行政視察

議会改革特別委員会　行政視察
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　市議会では、全国の自治体議会からの行政視察を積極的
に受け入れています。
　個性あふれる地域力を生かしたまちづくりや特色ある施
策等の紹介をはじめ、市内宿泊施設や商店等を利用いただ
き、全国へ市の魅力を発信する活動を行っています。

　香取市議会総務政策常任委員会において、令和5年度「公
共交通」を題材とした特定所管事務調査を開始し、執行部か
らの報告や先進地視察を実施し調査研究を進め、委員会で
検討を重ねてまいりました。このほど取りまとめを行い、令
和5年11月28日に執行部に対し、「香取市地域公共交通計
画」に対する申入れを提出しました。

市議会議員の

令和5年度　行政視察受け入れ状況（令和5年12月31日現在）

No 視察日 議会名（委員会・会派） 視察内容

1 令和5年8月3日 茨城県　常陸大宮市議会
経済建設常任委員会 道の駅・川の駅　水の郷さわらについて

2 令和5年8月9日 宮城県　大崎市議会
会派　NEXT PFI事業による道の駅・川の駅整備事業について

3 令和5年8月22日 新潟県　村上市議会
会派　市声クラブ 佐原駅周辺地区活性化拠点整備事業について

4 令和5年10月5日 広島県　府中市議会
会派　市民クラブ

重要伝統的建造物群保存地区の取り組みについて
関連計画の概略と現状および重伝建地区との関係について

5 令和5年10月19日 香川県　坂出市議会
総務消防委員会 みんなの賑わい交流拠点コンパスについて

6 令和5年10月31日 岐阜県　羽島市議会
産業建設委員会 観光まちづくりについて

7 令和5年11月7日 愛知県　蒲郡市議会
文教委員会 みんなの賑わい交流拠点コンパスについて

香取市の情報を全国へ発信
―行政視察の受け入れを行っています―

香取市地域公共交通計画に
対する申入れを提出

大きなハザードマップで水害対策の説明を受けた宮城県
大崎市議会議員の皆さん（川の駅　水の郷さわら）

市長に公共交通に関する申入れを提出する
久保木清司総務政策常任委員長（左）
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編集・発行に関し、ご意見・ご要望がありましたら、議会事務局（☎50-1217）までご連絡ください。

　

Vol.20

げることができたことに深く感謝を申し上げます。
　私共、佐原YEGはこれからも地域社会と連携を深
め、新たな挑戦に立ち向い、更なる発展や目標に向け
て努力し続けます。地域の発展と青年たちの成長に貢
献することが、私共の使命であり、これからもそのた
めに全力を尽くしてまいります。
　これからも佐原商工会議所青年部をご支援いただく
地域の皆様に心より感謝申し上げますと共に、今後も
一層のご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ
ます。

　本年度、佐原商工会議所青年部（佐原YEG）は、
創立40周年を迎える運びとなりました。
　40年という歳月は、多くの変革と挑戦があったこ
とを物語っております。
　私共、佐原YEGは、地域社会において地域の皆様
と協力し、若い世代の活力と情熱を通じて地域の繁栄
に寄与することを目標のひとつとして、努力して参り
ました。
　40年間に渡り多くの挑戦や困難があった中で皆様
のご協力とご支援によって、無事、記念式典を成し遂

３月

編集後記

第39代佐原商工会議所青年部
会長

根本　雅圭 さん（46歳）
　 　 　 まさ よし

　新型コロナウイルスが、5類移行後の初めてのお正月。如
何、お過ごしでしたでしょうか。多くのご家庭に笑顔が戻
ったことを願います。若年層の多くが議会に興味を持たな
い状況が続いてます。香取市を支える30代の議員として議
会活動がより伝わる議会だよりを目指し精進して参ります。
 （前田）

　広報委員として、4回目の議会報発行に係わってまいりま
した。「あなたtoぎかい」は、市民の皆様に手に取りご覧い
ただける議会の情報として、これからも紙面内容の充実に取
組んで参ります。当市議会もICT化に向け取り組んでおりま
す。ただ、そうした現況でも、まだ紙ベースによる手元に保
管される情報も必要と考えます。 （伊能）　　　

地域愛 それがYEG魂

市議会をより詳しく知りたいときは

ご利用ください！

市議会会議録と議会中継

○市役所 ☎50-1217
1階 情報コーナー/6階 議会事務局

○佐原中央図書館 ☎55-1343
○小見川図書館 ☎80-0511

香取市ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/

香取市議会ホームページ http://www.city.katori.lg.jp/gikai/

製本された会議録は
こちらで閲覧できます

議会だよりは、要約表記で掲載しているため、詳しく
は市議会ホームページや会議録をご覧ください。

議会中継会議録

定例会
の日程

　

本会議

本会議（一般質問調整日）

予算審査特別委員会

常任委員会

本会議

会議録は、市議会ホームペー
ジ「会議録検索」から閲覧でき
ます。9月定例会の会議録ま
でご覧いただけます。

定例会・臨時会のライブ中
継は、市議会ホームページ
で視聴できます。録画映像
は、おおむね1週間後から
視聴可能です。

12月定例会のライブ中継
視聴者数は211人、11月
28日から12月31日までの
録画再生件数は394件でし
た。

傍聴およびライブ中継、録画再生件数

ライブ
中継

録画再生

傍聴

2/ 26（月）  

3/ 6（水） 7（木） 8（金）

 11（月） 12（火） 13（水）

 14（木） 15（金）

 22（金） 
※上記は予定であり、変更となる場合があります。
※請願・陳情の3月定例会での受け付けは、2月15日（木）午後4時までとなります。

635件

30人

211人

 394件

R5.12月
734件

23人

189人

522件

R5.9月
578件

18人

189人

371件

R5.6月
385件

3人
130人

　252件

R4.12月
811件

40人

272人

　499件

R5.3月

市議会を見学しませんか？

議会は、どなたでも傍聴できます。開会日に
直接、7階傍聴席入口までお越しください。

～子どもたちの未来のために～

かとり市議会だより No.72 20


